
「
生
活
」
に
み
る
日
本
思
想
史

は
じ
め
に

藤原暹

　
「
生
活
」
に
み
る
と
は
、
「
生
活
」
と
い
う
語
を
通
し
て
日
本
に
お
け
る
生
活

と
し
て
の
思
想
の
歴
史
を
考
え
て
み
た
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
「
生
活
」
と
い
う
語
彙
の
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
（
鼎
換
噺

前
震
賄
離
麹
勝
虻
犠
芝
屋
鎌
禧
喉
）

　
「
生
活
」
と
い
う
語
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
孟
子
』

の
「
一
心
章
句
　
上
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ち
ゅ
う
　
お
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
い
れ
ん
　
　
う
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
孟
子
曰
く
、
其
の
田
疇
を
易
（
治
）
め
し
め
、
其
の
税
敏
を
薄
く
せ
ば
、
民
富
ま

　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
や
し
な
　
　
　
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
い

　
し
む
べ
し
。
之
を
食
う
に
時
を
以
て
し
、
之
を
用
う
る
に
礼
を
以
て
せ
ぽ
、
財

　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
す
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ぼ

　
用
う
る
に
勝
う
べ
か
ら
ず
。
民
水
火
に
あ
ら
ざ
れ
ぽ
生
活
ざ
る
も
、
昏
暮
に
人

　
　
も
ん
ど
　
　
　
た
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
た

　
の
門
戸
を
叩
き
て
水
火
を
求
む
る
に
、
与
え
ざ
る
者
な
き
は
、
至
っ
て
足
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く
そ
く

　
な
り
。
聖
人
の
天
下
を
治
む
る
や
、
寂
粟
あ
る
こ
と
水
火
の
如
く
な
ら
し
む
。

　
し
ゅ
く
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
み
い
ず
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
市
報
水
火
の
如
く
に
し
て
民
焉
ん
ぞ
不
仁
な
る
者
あ
ら
ん
や
。

　
と
あ
る
。
右
の
「
生
活
」
は
「
い
き
（
る
）
」
と
訓
ん
で
い
て
、
生
存
、
生
き
て

い
る
と
い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
生
活
」
と
い
う
語
が

し
ぼ
し
ぽ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
以
後
十

年
間
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
『
乾
坤
弁
説
』
は
こ
ろ
び
き
り
し
た
ん
沢
野
忠
庵

（
（
）
ゲ
目
一
ω
叶
O
〈
似
O
　
　
聞
①
円
民
O
一
『
⇔
）
が
西
洋
学
術
書
を
翻
訳
し
た
も
の
を
本
説
と
し
、

こ
れ
に
長
崎
の
儒
者
向
井
元
升
が
官
命
に
よ
り
批
判
を
加
え
た
弁
説
か
ら
成
る
。

　
そ
の
答
弁
の
中
に
次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。

　
答
日
、
壁
土
、
竈
土
は
皆
死
た
る
土
也
、
故
に
物
を
生
ず
る
こ
と
な
し
、
夫
れ

物
の
性
を
論
ず
る
に
は
、
生
活
し
て
其
作
用
あ
る
を
以
て
論
ず
る
も
の
也
、
土

は
万
物
を
生
ず
る
性
徳
は
あ
る
も
の
也
、
見
る
に
壁
土
、
三
三
の
澗
た
る
土

は
、
物
を
生
ず
る
こ
と
不
γ
能
、
却
て
是
を
以
て
土
の
本
性
が
燥
也
と
云
ふ
べ

き
や
、
壁
土
、
竈
土
の
澗
灯
し
て
、
其
作
用
な
き
を
以
て
死
土
と
云
べ
し
、
或

人
又
日
、
物
を
生
ず
る
は
土
の
一
性
徳
に
あ
ら
ず
、
四
大
和
合
し
て
生
ず
る
も

の
也
、
土
の
一
性
を
論
ず
る
と
き
は
、
壁
土
、
竈
土
は
水
湿
去
て
、
土
の
独
体

な
る
故
に
本
性
顕
は
る
、
是
を
以
て
土
の
本
性
は
燥
な
る
こ
と
明
け
し
、
答

日
、
物
を
生
ず
る
は
土
の
一
性
ば
か
り
に
非
ず
、
四
大
和
合
し
て
生
ず
る
物
也

　
と
云
こ
と
勿
論
也
と
錐
ど
も
、
四
大
共
に
其
生
活
な
き
と
き
は
、
物
を
生
ず
る

　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
と
不
7
能
無
。

　
こ
の
「
生
活
」
は
物
性
と
し
て
生
き
て
作
用
し
て
い
る
も
の
を
示
し
、
「
四
大

和
合
し
て
」
物
を
生
む
力
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
第
三
　
万
物
は
四
大
和

合
之
物
な
る
事
」
な
る
向
井
の
弁
説
で
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
弁
説
、
右
南
蛮
学
士
の
説
如
7
是
、
夫
万
物
は
陰
陽
五
行
和
合
し
て
生
成
し
、

　
又
陰
陽
五
行
分
離
し
て
入
滅
す
る
も
の
な
り
、
五
行
の
相
剋
、
相
生
は
、
万
物

　
造
化
生
成
の
徳
な
れ
ぽ
、
忠
庵
が
云
る
如
き
の
儀
に
非
ず
、
儒
医
の
説
に
、
相

　
生
と
は
相
続
す
る
所
以
也
、
相
剋
と
は
相
制
す
る
所
以
也
と
、
五
行
相
生
相
続

　
す
る
故
に
、
各
々
其
元
気
尽
る
こ
と
な
し
、
相
剋
相
制
す
る
故
に
、
其
気
た
か

　
ぶ
る
こ
と
な
し
、
充
る
事
無
と
き
ん
ば
、
万
物
を
成
す
の
功
あ
り
、
尽
る
事
無

し
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き
故
に
、
万
物
を
生
ず
る
徳
あ
ら
は
る
、
人
の
五
臓
も
如
7
是
、
互
に
相
生
し

　
て
五
臓
の
元
気
強
く
、
互
に
相
剋
し
て
独
障
る
臓
気
な
し
、
故
に
五
臓
の
気
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
合
し
、
陰
陽
下
降
し
、
気
血
周
流
し
て
無
病
長
年
也
。

　
つ
ま
り
、
「
生
活
」
と
い
う
表
現
の
も
つ
「
物
を
生
む
力
」
を
儒
教
で
は
「
万

物
造
化
生
成
の
徳
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
寛
永
四
年
の
初
版
本
『
長
者
教
』
の
重
版
過
程
を
み
る
と
、
宝
暦

十
二
年
（
一
七
六
二
）
版
で
は
「
生
活
」
に
「
ヨ
ワ
タ
リ
」
と
読
み
仮
名
を
付
し

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ム
ラ

　
或
田
舎
ノ
一
村
。
イ
ヅ
レ
の
年
三
リ
カ
、
外
道
ノ
風
ウ
ツ
リ
。
智
ヲ
用
テ
、
富

　
ン
『
ヲ
思
。
山
ノ
企
、
海
ヲ
バ
カ
リ
。
人
々
生
業
二
怠
リ
。
年
々
衰
微
二
及
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
サ
ク

　
ル
ヲ
。
村
ノ
老
僧
歎
テ
、
此
文
章
ヲ
戯
作
シ
テ
、
勧
化
セ
ラ
レ
ケ
ル
ト
カ
ヤ

　
ソ
レ
、
八
万
ノ
宝
蔵
ヲ
モ
チ
タ
リ
ト
ノ
チ
モ
。
世
業
ヲ
シ
ラ
ザ
ル
人
ヲ
、
貧
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
グ
ヒ

　
ト
ス
。
タ
ト
ヒ
、
一
文
無
手
、
売
菜
ノ
類
ナ
リ
ト
ロ
フ
ト
モ
。
渡
世
ヲ
シ
ル
ヲ

　
福
者
ト
ス
ベ
シ
。

　
シ
カ
レ
バ
、
当
流
ノ
コ
・
ロ
バ
。
ア
ナ
ガ
チ
ニ
、
大
金
ヲ
得
ル
工
夫
ヲ
コ
ラ

　
シ
。
貯
へ
多
ク
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ワ
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ

　
リ
タ
リ
ト
毛
。
一
念
二
、
生
活
ノ
人
二
二
ナ
ル
イ
ワ
レ
ヲ
、
シ
ラ
ザ
ル
人
ハ
、

　
イ
タ
ヅ
ラ
コ
ナ
リ
ト
、
シ
ル
ベ
シ
。

　
サ
レ
バ
、
無
量
長
者
ノ
コ
ト
バ
ニ
モ
。
一
切
ノ
民
タ
ラ
ン
モ
ノ
。
活
業
ノ
道
ヲ

　
知
ズ
シ
テ
ハ
、
貧
苦
ヲ
タ
ス
カ
ル
コ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
、
説
レ
タ
リ
。

　
此
ユ
ヘ
ニ
、
イ
カ
ナ
ル
、
白
人
ナ
リ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ウ
ギ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ワ
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ

　
イ
フ
ト
モ
。
モ
ロ
〈
ノ
雑
書
ヲ
捨
テ
。
一
心
二
、
生
活
ノ
徳
、
我
ラ
が
此
生

　
ヲ
タ
ス
ケ
玉
ヘ
ト
。
フ
カ
ク
、
身
ヲ
ナ
ゲ
ウ
ツ
人
ハ
。
十
人
モ
、
百
人
モ
、
ミ

　
　
　
　
　
ソ
ノ
ミ
ソ
ノ
マ
ヘ

　
ナ
ト
モ
ニ
、
即
身
、
大
福
長
者
ナ
ル
コ
。
　
サ
ラ
く
、
ウ
タ
ガ
ピ
ア
ル
ベ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

　
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
ア
ナ
カ
シ
コ
く

　
　
　
　
　
ヨ
ワ
タ
リ

　
こ
こ
の
「
生
活
ノ
徳
」
は
「
世
業
ヲ
シ
ル
」
「
活
業
ノ
道
」
と
直
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
も
の
で
世
の
中
に
暮
し
て
い
く
と
い
う
「
生
計
」
に
関
係
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
先
の
「
万
物
造
化
生
成
の
徳
」
と
は
異
る
。

　
つ
ま
り
、
「
生
活
」
と
い
う
語
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
目
に
見
え
な
い
生
成

の
力
1
1
理
の
意
味
と
目
に
見
え
る
即
物
的
生
活
手
段
と
を
示
し
て
い
た
事
が
判
る

の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
こ
う
し
た
「
生
活
」
の
二
側
面
が
以
後
、
如
何
な
る
歴
史
的
展
開
を
示

す
か
を
考
究
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一、

ﾟ
世
に
お
け
る
西
洋
学
術
と
「
生
活
」

　
先
述
し
た
『
乾
坤
弁
説
』
は
西
洋
の
天
動
説
を
中
心
と
す
る
天
文
地
象
の
学
術

の
翻
訳
と
反
駁
で
あ
る
。
特
に
西
洋
天
文
学
に
関
す
る
部
分
は
ロ
ー
マ
の
イ
エ
ズ

ス
素
直
文
学
者
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
と
言
わ
れ
、
南
蛮
学
統
に
属
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　
か
か
る
南
蛮
学
統
の
一
つ
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
支
儒
略
（
》
一
Φ
三
〇
一
三
①
o
）
の

『
西
学
凡
』
の
語
彙
を
調
査
し
た
佐
藤
亨
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
右
に
あ
げ
た
『
西
学
凡
』
の
語
彙
に
は
、
字
義
通
り
に
用
い
て
い
る
も
の
が

　
多
く
、
現
代
の
日
本
語
の
そ
れ
と
少
し
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
場
合
が
あ

　
る
。
そ
の
中
、
「
生
活
」
は
『
西
聖
断
』
に
、

　
　
六
門
論
二
有
形
三
生
活
之
物
殉
分
為
二
五
支
叩
其
一
先
総
論
二
生
活
之
原
↓
所

　
　
謂
魂
者
是
也
（
五
八
）
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と
、
字
義
の
如
く
生
き
る
こ
と
の
意
を
示
す
。
漢
籍
た
と
え
ば
『
漢
書
』
に
、

　
　
明
告
以
・
生
活
丹
青
之
信
編
鴇
蟹
聾
鱗
賭
翻
復
迷
惑
不
・
解
散
・
皆
多

　
　
力
合
器
皿
二
滅
之
一
　
。
（
王
章
魚
　
第
六
十
九
　
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
と
あ
る
「
生
活
」
は
、
『
西
学
凡
』
の
例
と
同
じ
意
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
生
き
て
在
る
も
の
を
「
生
活
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
南
蛮

学
か
ら
蘭
学
に
移
っ
て
も
連
続
す
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
で
『
生
機
論
』
（
蘭
語

で
≦
邑
一
ω
ヨ
Φ
英
語
で
≦
什
巴
一
ω
ヨ
）
を
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
執
筆

し
た
岡
研
介
（
海
）
は
次
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
。

　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
メ

　
孕
胎
之
始
無
二
神
識
一
医
生
－
活
又
図
師
ー
絶
生
一
嵩
一
部
一
而
使
二
神
識
不
τ
通
亦
尚

　
ク
　
　
　
　
ス

　
暫
生
活
（
生
力
名
義
）

　
　
　
　
　
ノ
メ
　
リ
ト
ヤ
ニ
ノ
　
ニ

　
成
－
形
極
微
化
与
二
生
一
部
】
為
同
－
質
一
以
至
二
生
活
一
也
當
二
彼
飲
食
消
化
之
時
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
以
二
分
析
力
】
解
二
部
之
一
（
着
生
力
）

　
と
あ
る
。

　
本
来
、
漢
語
で
生
き
る
事
を
意
味
し
た
「
生
活
」
が
南
蛮
学
－
蘭
学
の
展
開
の

中
で
訳
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
訳
語
と
し
て
の
「
生
活
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
用
例
が

出
て
く
る
。

　
一
、
或
問
、
「
ハ
ー
ネ
マ
ン
」
の
療
法
、
水
を
以
て
水
を
済
ひ
、
火
を
以
て
火

　
　
を
済
ふ
と
は
、
い
か
や
う
の
義
に
候
や
。

　
　
答
日
、
こ
れ
は
大
医
に
も
容
易
に
会
得
な
り
が
た
き
事
に
て
、
最
初
は
所
々

　
に
争
論
有
レ
之
候
べ
き
。
追
々
そ
の
効
験
の
多
き
に
信
服
し
、
今
は
大
率
其
発

　
明
に
従
ひ
申
候
。
其
仔
細
は
従
来
の
療
法
は
た
熊
蝉
を
敵
国
の
様
に
心
得
候

　
て
、
兵
を
以
て
こ
れ
を
防
ぎ
、
ま
た
は
病
を
火
の
如
く
に
心
得
候
て
、
水
を
以

　
て
こ
れ
を
消
し
離
郷
に
の
み
苦
心
い
た
し
候
へ
共
、
病
は
人
身
の
生
活
の
変
に

で
、
人
身
の
外
に
病
の
有
に
は
無
融
解
候
間
、
そ
れ
を
人
身
よ
り
全
く
と
り
は

　
つ
し
候
事
は
出
来
が
た
き
勢
な
る
を
以
て
、
そ
の
変
の
出
所
に
注
目
し
、
ま
つ

　
人
身
自
然
良
能
が
何
故
そ
の
変
を
生
じ
候
や
、
そ
の
人
の
天
稟
、
若
は
居
所
、

　
摂
養
の
宜
か
ら
ざ
る
に
因
り
て
生
じ
候
や
、
又
は
そ
の
変
を
生
じ
候
故
に
、
身

内
］
部
に
多
少
の
災
を
免
か
れ
候
儀
も
有
7
之
哉
、
又
は
自
然
良
能
力
乏
く
し

　
て
、
そ
の
変
を
防
ぐ
事
あ
た
は
ざ
る
に
因
り
候
欺
を
相
帯
へ
、
そ
の
自
然
良
能

　
の
所
レ
欲
を
主
と
す
る
所
の
方
法
と
し
、
な
ほ
天
地
よ
ヶ
将
来
す
る
許
多
の
病

　
因
を
、
薬
、
若
は
他
の
方
法
に
因
り
て
調
濡
し
、
又
自
然
に
因
り
て
加
は
る
所

　
の
命
終
の
基
と
為
る
べ
き
所
を
避
け
し
め
旧
事
に
て
、
と
り
つ
ま
み
候
へ
ぽ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
た
父
脳
神
経
を
強
壮
に
す
る
治
法
に
御
座
候
。

　
こ
れ
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
江
戸
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
ー
マ
ン
と

の
対
談
を
渡
辺
畢
山
自
ら
筆
記
し
た
『
験
舌
或
問
』
の
］
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
生
活
」
は
や
は
り
生
き
る
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
で

　
一
、
或
問
、
新
奇
の
器
を
製
造
す
る
に
は
、
一
世
に
な
ら
ざ
る
は
、
二
世
、
三

　
世
を
も
経
て
成
れ
る
あ
り
と
聞
へ
候
。
皆
官
府
の
人
に
候
由
。
さ
な
く
て

は
、
生
活
に
事
欠
き
て
、
か
や
う
の
も
の
有
て
も
、
志
は
遂
申
ま
じ
く
候
は
ん
。

如
何
。

　
答
日
、
我
国
に
限
ら
ず
、
西
洋
諸
国
の
風
は
、
コ
ツ
ト
レ
イ
ケ
〈
教
道
〉
・

メ
ン
セ
ン
レ
イ
キ
〈
芸
学
〉
・
コ
ン
ス
ト
〈
工
放
学
〉
、
皆
学
校
有
γ
之
、
日

新
の
功
を
積
黒
質
に
候
。
有
道
の
も
の
は
帝
王
の
経
済
、
勲
功
の
も
の
は
輔
佐

の
職
に
登
り
、
物
学
精
博
の
も
の
は
芸
学
校
の
学
頭
に
進
み
、
工
術
精
絶
な
る

は
利
禄
を
得
る
な
り
。
凡
人
生
れ
て
五
、
六
才
、
マ
ー
ト
シ
カ
ツ
ベ
イ
〈
義
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学
・
郷
学
の
類
V
に
入
、
こ
れ
よ
り
其
人
の
天
賦
を
窪
し
、
其
志
を
定
め
、
多

方
餅
栂
に
到
ら
し
め
ず
。
行
年
学
程
に
従
ひ
、
発
明
の
事
あ
れ
ぽ
、
其
説
を
記

し
、
学
院
へ
出
し
、
諸
学
士
の
論
定
を
得
、
政
庁
へ
進
め
、
政
庁
又
衆
議
し

て
、
帝
王
の
許
可
を
蒙
る
。
そ
れ
よ
り
し
て
は
学
資
皆
官
府
よ
り
出
で
、
其
物

の
成
れ
る
迄
は
、
二
、
三
世
を
経
る
と
も
、
遅
速
を
責
る
事
な
し
。
或
は
其
利

を
欲
す
る
も
の
は
、
商
家
の
求
に
応
じ
、
其
価
を
定
め
、
創
始
す
る
な
り
。
左

な
く
て
は
、
物
を
開
き
、
務
を
な
す
事
能
は
ず
。
こ
れ
皆
露
量
の
政
に
し
て
、

国
人
に
皆
智
ふ
所
を
知
ら
し
む
。
依
レ
之
、
独
学
偏
見
の
も
の
な
し
。
大
学
校

の
論
定
を
経
て
印
行
し
、
又
創
造
し
て
一
地
球
に
及
ぶ
。
故
を
以
、
他
国
の
如

く
、
独
尊
外
卑
、
自
ら
耳
目
を
曾
て
、
井
蛙
管
見
の
弊
風
な
く
、
学
者
の
規
模

広
大
に
し
て
、
能
容
れ
、
能
弁
じ
、
其
不
レ
知
も
の
は
閾
如
す
。
是
を
以
て
実

学
盛
に
行
は
れ
、
向
学
の
も
の
日
々
に
多
く
、
日
強
雨
淋
、
天
の
物
を
生
ず
る

　
如
く
な
れ
ぽ
、
志
あ
る
も
の
x
、
生
活
に
事
欠
く
な
ど
瓦
申
義
は
こ
れ
な
く

　
隙
）

　
候
。

　
と
記
し
、
な
り
わ
い
・
生
計
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
「
生
活
」
は

「
セ
イ
カ
ッ
」
と
読
ん
で
い
る
。
皐
山
の
他
の
文
中
か
ら
も
い
く
つ
か
発
見
で
き

る
。
『
外
国
事
情
書
』
で
は
、

紅
毛
碧
眼
ニ
テ
機
智
く
知
功
V
有
〆
之
、
舟
揖
ヲ
操
り
魚
介
〈
ウ
ヲ
カ
ニ
ノ
ル
イ
〉
ヲ
猟

シ
・
篇
脊
聴
・
〉
仕
唖

　
と
あ
り
、
『
退
役
願
書
之
稿
』
で
は

　
画
工
に
し
て
画
に
志
し
不
／
申
書
家
に
し
て
書
に
心
な
き
は
、
何
を
以
生
活
致

　
　
　
　
（
1
0
）

　
す
べ
き
や
。

　
と
あ
る
。
（
な
お
、
「
絵
事
御
返
事
」
に
は
「
衣
食
住
に
事
題
言
ン
申
」
と
い
う

例
が
あ
る
。
ま
た
友
人
高
野
長
英
に
は
「
存
活
」
が
『
和
寿
礼
加
多
美
』
で
多
用

さ
れ
て
い
る
。
）

　
つ
ま
り
天
保
期
皐
山
あ
た
り
で
「
生
活
」
は
蘭
語
の
翻
訳
語
と
し
て
生
き
る
と

い
う
意
味
と
く
ら
す
・
活
計
と
い
う
意
味
を
有
し
て
き
た
と
言
え
る
。
ま
た
読
み

方
に
お
い
て
も
「
セ
イ
ク
ワ
ツ
」
と
「
イ
キ
ル
」
と
い
う
読
み
が
共
存
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
キ
　
タ

た
。
例
え
ば
、
『
江
戸
繁
昌
記
』
で
は
「
生
活
雛
の
様
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

こ
の
背
景
に
は
中
．
国
語
の
「
ω
ゲ
9
㎝
q
げ
⇔
o
生
キ
テ
イ
ル
」
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
蘭
語
の
翻
訳
語
と
し
て
の
終
り
あ
た
り
に
神
田
孝
平
の
『
経
済
小

学
』
（
慶
応
三
年
　
一
八
六
七
）
が
あ
る
。
こ
の
書
は
英
国
の
毛
已
冨
目
国
臣
ψ

の
○
ロ
ニ
冒
Φ
ω
O
h
Q
O
O
9
母
国
o
O
ロ
O
ヨ
団
届
㎝
O
の
唐
革
本
国
O
O
津
O
陛
⇔
O
自
9
。
づ
匹

の
○
「
o
昌
窪
思
Φ
犀
パ
Φ
P
鎚
①
円
ω
富
田
ゲ
ロ
δ
ゲ
。
亘
島
犀
信
置
型
⑦
匂
q
賃
o
o
窪
H
Q
。
α
b
O
を
翻

訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
「
生
活
」
が
多
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
蓄
積
及
ヒ
豊
本

　
　
夫
レ
人
ハ
作
業
ヲ
以
テ
生
活
ス
ル
者
ナ
リ
。
鴻
檬
ノ
世
二
二
テ
ハ
、
人
ノ
作

　
業
拾
テ
食
フ
ニ
過
キ
ス
。
所
／
警
手
歯
相
接
ス
ル
ノ
世
ナ
リ
。
是
時
ニ
テ
人
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
ラ
　
ビ
と

　
尚
少
ク
、
其
生
出
タ
危
シ
、
極
北
地
及
ヒ
阿
拉
敏
ノ
荒
野
其
他
所
々
外
人
到
リ

　
難
キ
地
方
ノ
土
人
ハ
、
今
二
於
テ
猶
ホ
此
俗
ヲ
免
レ
ス
。
是
等
ノ
民
微
二
智
恵

　
ヲ
生
ス
レ
ハ
、
食
ヲ
求
メ
テ
処
々
二
迷
行
ス
。
是
其
業
ヲ
企
ツ
ル
ノ
漸
ナ
リ
。

　
蓋
シ
世
界
中
膏
膜
ノ
地
回
シ
ト
錐
、
終
年
間
断
ナ
ク
食
料
ヲ
生
ス
ル
ノ
地
ナ

　
ク
、
殊
二
多
量
ノ
収
納
ア
ル
ハ
一
年
中
綾
二
一
度
二
過
キ
ス
。
故
二
疾
苦
勉
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　

　
シ
テ
作
業
二
怠
ラ
ス
、
多
量
ノ
収
納
ヲ
貯
ヘ
テ
常
食
二
充
チ
テ
、
来
年
収
納
ノ

　
時
ヲ
待
タ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

業
繋
二
人
ハ
作
業
ヲ
以
テ
生
活
ス
ト
錐
、
其
実
ハ
現
今
ノ
作
業
ヲ
以
テ
現
今



No．　42，　1988Arqes　Liberales327

ノ
生
活
ヲ
為
ス
帽
章
ス
。
前
日
ノ
作
業
ヲ
以
テ
現
今
ヲ
生
活
シ
、
現
今
ノ
作
業

ヲ
以
テ
後
来
ヲ
生
活
ス
ル
ナ
リ
。
サ
レ
ハ
現
今
ノ
作
業
ハ
何
程
勤
メ
何
程
工
、
ミ

テ
何
程
利
ア
リ
ト
モ
、
生
活
ハ
必
ス
前
日
ノ
作
業
ヨ
リ
生
セ
シ
産
物
二
依
ラ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
此
前
日
ノ
作
業
ヨ
リ
生
心
シ
産
物
ヲ
名
ケ
テ
、
国
ノ
蓄
積
ト
称

　
　
　
む
　
　
む

シ
、
又
製
鋼
ト
称
ス
ル
ナ
リ
。
仮
令
ハ
食
料
・
薪
炭
・
屋
宇
・
官
署
・
橋
梁
・

道
路
・
船
留
・
造
船
廠
・
印
刷
器
及
ヒ
文
学
技
芸
ヲ
以
テ
造
出
セ
シ
一
切
貨
物

ト
称
ス
ヘ
キ
老
、
皆
前
日
ノ
作
業
ヨ
リ
十
目
シ
者
ナ
レ
ハ
、
又
之
ヲ
蓄
積
ト
称

ス
ヘ
シ
。
世
人
皆
此
蓄
積
ヲ
頼
ミ
テ
生
活
ス
。
筍
モ
此
蓄
積
ナ
ケ
レ
ハ
、
何
程

作
業
ヲ
勉
ム
ト
難
、
決
シ
テ
死
ヲ
免
ル
X
コ
ト
ヲ
得
ス
。
故
二
国
ノ
盛
衰
ハ
人

民
ノ
風
俗
ト
智
識
ト
ニ
ヨ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
亦
其
蓄
積
二
関
ス
ル
ナ
リ
。

　
蓄
積
ノ
一
分
ヲ
以
テ
自
用
二
心
シ
、
又
一
分
ヲ
以
テ
作
業
ノ
費
ト
ス
。
旧
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
ノ
費
ヲ
名
ケ
テ
財
本
ト
云
フ
。
公
明
所
／
謂
元
手
ナ
リ
。
国
ノ
財
本
種
々
ノ

分
派
ア
リ
、
作
業
ヲ
勉
ム
ル
人
ノ
衣
食
井
口
作
業
二
必
用
ノ
器
械
材
料
等
、
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

財
本
ナ
リ
。
心
意
二
財
本
ハ
前
日
ノ
作
業
ニ
テ
生
セ
シ
産
物
ノ
一
分
ニ
シ
テ

　
　
　
雇
　
　
直

　
収
納
ノ
全
量
ノ
中
ヨ
リ
地
代
ヲ
引
去
レ
ハ
、
残
り
ハ
即
チ
財
主
上
雇
作
ニ
テ

之
ヲ
分
配
ス
ル
ナ
リ
。
前
二
日
、
人
ハ
皆
前
日
ノ
作
業
ヲ
以
テ
今
日
ヲ
生
活
ス

ト
。

淀
本
ハ
即
チ
前
日
ノ
作
業
ノ
産
物
ニ
シ
テ
、
財
主
ハ
之
ヲ
有
ス
ル
者
ナ

為り
ス。
コ財
ト本
ヲナ
得ケ
　
13スレ
）o

美
本
ナ
ケ
レ
ハ
産
物
ヲ
増
益
ス
ル
ノ
術
ナ
ク
、
雇
作
モ
亦
現
今
ノ
生
活
ヲ

雇
用
現
今
生
活
ノ
費
ヲ
丸
本
ノ
中
ヨ
リ
受
用
ス
、
之
ヲ
名

　
ケ
テ
雇
直
ト
云
フ
。

孝
平
の
蘭
訳
語
の
「
生
活
」
が
多
出
し
て
き
た
頃
、
す
で
に
孝
平
も
関
係
し
て

い
た
蕃
書
調
所
一
洋
書
調
所
か
ら
本
邦
英
学
史
上
劃
期
的
な
英
和
辞
典
が
出
版
さ

れ
た
。
杉
本
つ
と
む
氏
は
次
の
如
く
「
生
活
」
を
指
摘
す
る
。

　
江
戸
時
代
の
翻
訳
史
を
考
え
る
場
合
、
明
治
維
新
の
わ
ず
か
、
六
年
前
に
す
ぎ

　
な
い
が
、
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
の
訳
編
と
そ
の
出
版
は
重
要
で
あ
る
。
幕

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
府
が
い
よ
い
よ
英
語
の
必
要
性
を
認
識
し
て
、
当
時
の
洋
学
界
に
こ
の
英
和
辞

　
典
が
出
現
し
た
意
味
を
考
え
た
い
。
本
書
は
洋
書
調
所
の
教
授
、
堀
達
之
助

　
（
一
八
二
三
～
一
八
九
四
）
を
責
任
者
と
し
て
、
西
周
助
（
周
）
・
千
村
五
郎
・

　
竹
原
勇
四
郎
・
箕
作
貞
一
郎
（
麟
祥
）
の
協
力
に
よ
っ
て
国
恩
し
た
。
箕
作
は

　
わ
ず
か
十
七
歳
と
い
う
。
本
書
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
そ
の
果
た

　
し
た
役
割
は
小
さ
く
な
い
。
い
わ
ぽ
江
戸
時
代
の
翻
訳
と
訳
語
　
　
医
学
用
語

　
以
外
、
学
術
語
は
の
ぞ
く
一
の
総
決
算
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
イ
ヤ
リ
ン
グ

　
国
帥
匿
言
σ
q
を
く
耳
飾
ニ
ス
ル
輪
V
、
ス
カ
ー
ト
Q
っ
匡
誹
を
〈
着
容
ノ
裾
〉
、

　
ス
キ
ッ
プ
Q
D
匠
℃
を
〈
飛
ビ
〉
、
散
歩
す
る
芝
巴
犀
を
〈
迫
遙
ス
ル
〉
な
ど
、

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
江
戸
の
風
俗
を
装
わ
せ
る
と
い
う
翻
訳
で
あ
っ
た
。
し
か
し

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
訳
語
に
も
出
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
経
済
学
勺
。
一
一
獣
。
巴
の
8
8
ヨ
囮
・
共
和
政
府
男
。
陀
ぴ
一
ざ
（
U
①
ヨ
。
臼
碧
鴇
・

　
　
デ
モ
ケ
レ
シ
イ
と
も
）
・
政
府
O
o
＜
Φ
ヨ
目
Φ
暮
・
人
民
℃
8
覧
Φ
・
生
活

　
　
団
h
①
・
病
院
国
。
ω
書
評
巴
・
論
理
術
い
。
σ
q
ざ
・
新
聞
紙
Z
Φ
毛
ω
℃
巷
臼
・
演

　
　
劇
O
b
①
雷
・
理
学
℃
ぼ
一
〇
ω
o
唱
ξ
・
詩
勺
。
①
目
・
散
文
℃
お
ω
。
・
蒸
気
機

　
　
関
ω
8
㊤
ヨ
ー
Φ
⇔
σ
q
冒
Φ
・
秘
図
機
↓
①
一
①
σ
q
鑓
O
げ
・
活
物
学
N
o
o
一
〇
σ
q
団
・
仲
間

　
　
交
り
ω
o
。
凶
。
信
・
公
会
㌧
⇔
二
冨
8
①
葺
・
滋
養
恩
田
Φ
ω
8
冨
出
く
。
・
一
揆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
幻
①
〈
o
津
・
分
離
家
O
ゲ
Φ
目
一
ω
什

　
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
で
は
い
罵
①
が
「
生
活
、
命
」
と
あ
り
、
ヘ
ボ
ン
の

『
和
英
語
林
集
成
』
で
は
「
ω
Φ
涛
立
食
ω
q
生
活
い
嵐
①
い
そ
ぎ
ひ
q
」
と
あ
る
。
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「
生
活
」
と
い
う
語
は
こ
こ
に
蘭
学
か
ら
英
学
に
受
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
洋
学
術
の
導
入
の
上
で
か
く
の
如
く
「
生
活
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
と
い
う
事
は
思
想
的
に
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
『
乾
坤
弁
説
』
で
は
「
生
活
」
の
も
つ
「
物
を
生
む
力
」
を
「
万
物
造
化

生
成
の
徳
」
と
し
儒
教
（
弁
説
者
向
井
玄
升
は
朱
子
学
者
）
の
理
と
し
て
意
味
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ワ
タ
リ

け
た
。
ま
た
、
『
長
者
教
』
の
重
版
過
程
に
出
て
く
る
「
生
活
の
徳
」
と
い
う
の

も
「
天
道
」
（
朱
子
学
の
道
理
）
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
引
用
し
た
岡
研
介
（
海
）
の
『
生
機
論
』
の
理
は
人
身
の
物
理
で

あ
っ
て
、
朱
子
学
的
な
道
理
で
は
な
い
。
こ
の
点
よ
り
明
確
な
の
は
皐
山
の
「
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

は
人
身
の
生
活
の
変
に
て
」
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
佐
藤
昌
介
氏
の
注
解
に
よ
る

と
「
ハ
ー
ネ
マ
ン
（
¢
⇔
ぎ
Φ
ヨ
①
嘗
讐
ω
㊤
ヨ
β
巴
）
は
病
は
「
生
命
力
」
の
変
調
と

み
な
し
た
」
説
に
よ
る
と
い
う
。
「
生
気
（
機
）
論
」
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九

世
紀
に
か
け
て
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
生
理
学
説
で
日
本
で
は
一

八
二
遇
～
五
五
年
に
か
け
て
ひ
ろ
く
受
容
さ
れ
た
。
高
野
長
英
、
小
関
三
英
の
尚

歯
会
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
う
だ
し
、
岡
研
介
（
海
）
も
緒
方
洪
庵
も
こ
の
中
に
い
た
。

こ
こ
に
新
し
い
西
洋
医
学
の
理
に
よ
っ
て
「
生
活
」
が
補
強
さ
れ
た
事
が
判
る
の

で
あ
る
。
（
石
川
遠
の
「
生
．
活
力
」
も
同
じ
で
あ
る
）

　
で
は
い
ま
一
つ
暮
し
・
生
計
の
方
の
「
生
活
」
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
単
山
の
「
志
あ
る
も
の
の
、
生
活
に
事
欠
く
な
ど
玉
申
義
は
こ
れ
な

く
候
」
と
い
う
言
は
「
新
奇
の
器
を
製
造
す
る
」
「
志
」
を
も
つ
技
術
者
の
暮
し

向
き
に
つ
い
て
で
あ
る
。
学
資
が
皆
「
官
府
よ
り
出
」
て
お
り
「
生
活
に
は
事
欠

か
な
い
」
の
で
学
術
研
究
に
湛
進
で
き
る
と
い
う
。

　
で
は
何
故
に
新
し
い
学
術
を
開
拓
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
か
。
畢
山
は
『
初

稿
西
洋
事
情
書
』
で
次
の
よ
う
に
世
界
状
勢
を
認
識
し
た
。

　
　
一
、
西
洋
教
政
隆
盛
な
る
事
は
、
教
主
は
天
子
と
位
を
恥
し
、
生
殺
の
権
、

　
皆
教
主
に
有
7
之
候
事
に
て
、
一
人
一
身
の
行
状
可
否
、
皆
教
主
の
任
に
御
坐

　
候
。
依
7
之
、
天
子
と
い
へ
ど
も
、
天
子
た
る
所
以
を
失
ひ
候
得
者
、
教
主
よ

　
り
相
正
し
、
其
命
に
背
き
候
事
、
不
二
相
成
一
様
仕
候
よ
し
。
国
王
は
予
奪
政
事

　
の
権
を
取
、
盟
約
を
相
守
候
事
に
て
、
申
さ
ぼ
天
子
は
役
の
如
く
に
御
坐
候
。

　
依
7
之
、
身
を
治
め
、
人
を
治
る
を
第
一
の
任
と
仕
候
故
、
開
土
物
土
を
専
と

　
仕
、
学
校
の
盛
な
る
事
、
我
邦
・
唐
山
の
及
ぶ
所
に
無
二
御
坐
一
候
。
教
学
・
政

　
学
・
医
学
・
物
学
を
四
学
と
称
し
、
其
余
は
芸
術
と
中
身
。
学
校
・
術
学
の

　
外
、
女
学
院
・
貧
子
院
・
病
院
等
、
す
べ
て
造
士
の
道
、
恐
ら
く
は
唐
山
に
相

　
勝
り
申
候
。
和
蘭
小
国
と
い
へ
ど
も
、
究
理
一
学
校
に
三
千
八
百
人
有
7
之
候
。

　
是
に
て
押
凹
面
得
者
、
教
学
・
政
学
な
ど
は
猶
更
の
事
／
と
島
町
候
。
其
諸
国

　
の
内
、
尤
盛
な
る
は
、
独
逸
・
二
郎
察
の
二
国
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
、
英
吉

　
利
斯
第
一
に
て
、
其
余
は
是
に
次
ぐ
。

　
　
一
、
右
之
通
、
人
士
の
道
盛
に
て
、
僅
に
和
蘭
の
書
に
散
見
仕
候
も
の
、
誠

　
に
大
凡
を
挙
げ
認
取
候
。
其
中
、
教
書
の
類
は
御
薪
祭
に
て
、
更
に
無
レ
之
候
。

　
唯
物
理
学
の
書
の
み
相
渡
候
。
其
物
理
の
精
明
確
考
な
る
事
は
、
申
ま
で
も

　
無
レ
之
、
其
上
、
応
か
た
教
・
政
・
医
を
補
ひ
候
事
に
て
、
第
一
天
文
・
地
理
．

　
物
産
等
に
て
、
下
、
諸
術
の
元
を
開
き
、
三
里
も
又
、
上
の
四
学
を
補
ひ
申

　
候
。
如
レ
此
互
に
相
穿
け
、
年
々
歳
々
に
造
士
の
道
盛
に
相
成
候
。
唐
山
な
ど

　
の
文
弊
は
更
に
無
／
之
候
。

　
　
一
、
右
之
通
、
学
術
実
践
を
以
天
地
四
方
を
詳
に
致
し
、
人
を
労
し
国
を
広
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め
候
間
、
今
は
地
球
中
、
一
地
も
欧
羅
巴
諸
国
の
有
に
無
γ
之
は
無
二
御
座
一
過
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
五
大
洲
の
中
、
亜
細
亜
の
外
、
四
海
大
抵
は
洋
人
の
領
地
に
相
成
候
。

　
「
学
術
実
践
」
を
も
っ
て
世
界
を
知
り
得
る
よ
う
な
体
制
を
造
ら
な
け
れ
ぽ
日

本
の
自
主
独
立
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
生
活
」
（
く
ら
し
）

の
面
に
お
い
て
も
西
洋
の
理
と
技
術
が
補
強
の
具
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
「
生
活
」
の
自
由
民
権
運
動
期
の
展
開

　
前
節
で
「
生
活
」
は
本
来
有
し
て
い
た
要
素
も
西
洋
学
術
の
受
容
を
も
っ
て
補

強
し
新
た
な
日
本
人
の
生
存
へ
の
方
向
づ
け
を
成
し
た
事
を
指
摘
し
た
。

　
で
は
西
洋
学
術
化
の
中
で
「
生
活
」
は
如
何
な
る
展
開
を
示
し
た
で
あ
ろ
う

か
。　

次
の
表
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
「
生
活
」
と
い
う
用
語
及
び
そ
れ
に
代
る
語
を

代
表
的
作
品
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

年
　
代

明
治
3

11　11　！1　！1　！！　！1　！1　11　！1

161510888754
　　　　　　　ee

論
考
及
び
著
書
名

真
弓
大
意

西
国
立
志
野

学
問
の
す
Σ
め

開
化
ヲ
進
ル
方
法
ヲ
論
ズ

文
明
論
之
概
略

人
生
三
宝
説

国
体
新
論

日
本
開
化
小
史

人
権
新
説

天
賦
人
権
論

用

語

例

安
生
、
安
民

生
活
衣
食
住
の
用
、

ナ
シ
衣
食
住

日
用

衣
食
住
の
必
需

生
活
シ
得
ベ
キ

生
を
保
ち
死
を
避
く
る
（
生
保
）

自
己
生
存
、
生
活
、
活
計

生
活

11　！1　11　！1　11　11　ll　fl　11　1／　1！　fl　11　11　11　11　11　t1

34　31　30　28　28　26　25　23　21　20　20　19　19　18　18　17　16　16

天
賦
人
権
弁

欧
州
観
光
の
感
想

文
明
東
漸
史

日
本
開
化
の
性
質

第
十
九
世
紀
日
本
の
青
年
及
其
教
育

政
教
新
論

将
来
三
日
三

三
酔
人
経
論
問
答

緑
蓑
論

国
家
哲
論

政
治
主
義
に
関
す
る
管
見

家
制
及
国
体

明
治
文
学
管
見

余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
と
な
り

し
か
国
家
主
義
の
解
釈

福
翁
百
話

国
民
性
と
文
学

美
的
生
活

生
活
生
活
生
命
ヲ
保
ツ

衣
食
住

生
活
生
活
の
度

生
活
生
活
生
活
生
活
生
活
共
同
生
活

生
活
共
同
生
活
、
社
会
生
活
、

人
類
の
生
活

生
活
実
生
活

美
的
生
活

学
校
生
活

　
こ
れ
を
み
る
と
、
明
治
の
初
年
に
は
「
生
活
」
と
い
う
用
語
の
使
用
は
少
な

く
、
自
由
民
権
運
動
期
の
使
用
例
が
目
に
つ
く
。

　
で
は
、
自
由
民
権
運
動
期
に
は
「
生
活
」
は
如
何
に
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

か
。　

次
の
A
、
B
二
文
は
共
に
加
藤
弘
之
の
『
人
権
新
説
』
に
対
す
る
反
駁
論
で
あ

り
、
代
表
的
な
民
権
論
で
あ
る
。

　
A

　
日
ク
天
賦
人
権
主
義
ハ
蹟
気
楼
ノ
如
シ
ト
断
言
シ
タ
ル
者
即
チ
是
ナ
リ
。
抑
モ

　
天
下
ノ
事
物
ハ
歯
並
滅
裂
ニ
シ
テ
毫
モ
一
定
ノ
規
則
無
キ
者
ナ
ル
カ
、
決
シ
テ



330藤原：「生活」にみる日本思想史

然
ラ
ス
。
宇
宙
間
ニ
ハ
自
然
ノ
定
規
ア
ル
在
り
テ
、
天
下
ノ
事
物
ハ
皆
此
定
規

二
従
ハ
サ
ル
者
ナ
シ
。
而
テ
其
自
然
ノ
定
規
ト
ハ
何
ソ
ヤ
。
日
ク
万
物
ノ
世
界

二
生
ス
ル
ヤ
、
必
ス
一
定
ノ
自
然
力
ア
ツ
テ
天
下
万
物
皆
力
二
因
ツ
テ
生
熟
サ

ル
者
ア
ラ
ス
。
例
ヘ
ハ
風
ノ
起
ル
ハ
空
気
ノ
カ
ニ
因
リ
、
華
葉
ノ
茂
生
ス
ル
ハ

草
木
発
動
ノ
カ
ニ
因
リ
、
人
間
ノ
活
動
ス
ル
ハ
自
然
ノ
生
活
力
二
依
ル
酔
気

シ
。
此
等
数
種
ノ
作
用
ハ
各
々
其
ノ
形
態
ヲ
異
ニ
ス
ト
難
モ
、
然
レ
圧
之
レ
カ

根
原
二
二
リ
テ
細
カ
ニ
視
察
ス
レ
ハ
、
皆
一
定
ノ
カ
ア
リ
テ
其
力
二
帰
納
セ
サ

ル
モ
ノ
無
シ
。
試
二
思
へ
。
汽
船
ノ
運
転
ス
ル
ハ
其
器
械
ノ
発
動
力
二
因
リ
、

器
械
ノ
発
動
ハ
蒸
気
ノ
膨
脹
力
二
発
シ
、
蒸
気
ノ
膨
脹
ハ
石
炭
ノ
焚
燃
力
二
出

テ
、
石
炭
ハ
則
チ
曾
テ
大
陽
ノ
熱
光
ヲ
植
物
二
注
射
シ
、
其
植
物
ノ
地
中
二
埋

没
シ
数
千
年
ノ
久
シ
キ
ヲ
経
テ
変
生
シ
タ
ル
者
ナ
リ
。
故
二
其
汽
船
ノ
運
転
シ

器
械
ノ
発
動
シ
蒸
気
ノ
沸
騰
シ
石
炭
ノ
生
出
ス
ル
モ
、
極
メ
テ
其
最
初
二
恩
レ

ハ
自
然
二
生
シ
タ
ル
太
陽
ノ
一
力
二
帰
ス
ル
者
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

而
テ
人
間
ノ
此
世
二
生
活
ス
ル
モ
亦
此
ノ
二
二
外
ナ
ラ
ス
。
人
ノ
家
屋
ヲ
構
造

ス
ル
カ
如
キ
ハ
人
間
ノ
脳
力
ノ
発
動
二
由
リ
、
三
審
力
ノ
発
動
ハ
生
活
力
二
基

ツ
キ
、
其
生
活
力
ハ
滋
養
力
二
出
テ
、
其
滋
養
力
ハ
植
物
ノ
カ
ニ
起
リ
、
其
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

植
物
ハ
太
陽
ノ
熱
力
二
発
起
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

B　
元
来
毛
質
力
天
賦
人
権
ト
云
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
言
フ
モ
ノ
ハ
、
必
シ
モ
国
家
法
律

ノ
有
無
二
関
バ
ラ
ス
、
直
チ
ニ
其
天
二
徴
シ
テ
之
ヲ
唱
フ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
タ
ト

ヘ
ハ
人
甘
辛
ヲ
二
天
二
塁
ス
ル
ニ
、
恰
モ
生
活
ヲ
遂
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル

個
人
ノ
為
メ
ニ
其
生
活
ヲ
奪
ハ
ル
レ
ハ
則
ソ
ノ
生
活
ヲ
遂
タ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ナ

キ
ニ
至
ル
。
是
レ
抑
モ
ソ
ノ
天
山
背
ケ
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
、
ソ
ノ
天
ノ
指
ス
所
二

　
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
而
シ
テ
ソ
ノ
天
日
只
其
生
活
ヲ
遂
ク
ル
ヲ
趣
意
ト
ス
。
ソ

　
レ
天
一
シ
テ
已
二
面
生
活
ヲ
遂
ク
ル
ヲ
趣
意
ト
ス
レ
ハ
、
ソ
ノ
人
ハ
必
ス
其
生

　
活
ヲ
遂
ク
ヘ
ク
シ
テ
更
ラ
ニ
其
生
活
ヲ
遂
ク
ル
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
ヲ
防
禦
ス
ヘ

　
キ
ノ
理
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
シ
。
斯
ノ
如
ク
ソ
ノ
人
ニ
シ
テ
自
ラ
生
活
ヲ
遂
ク

　
ヘ
キ
ノ
理
ア
リ
、
更
口
論
生
活
ヲ
遂
ク
ル
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
ヲ
防
禦
ス
ヘ
キ
ノ

　
理
ア
リ
、
則
之
レ
ヲ
ソ
ノ
人
ハ
天
然
二
生
活
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ

　
シ
。
蓋
シ
此
趣
意
ニ
テ
云
フ
ト
キ
壁
面
其
一
人
ニ
シ
テ
生
活
ヲ
遂
ク
ヘ
キ
コ
ト

　
ハ
是
レ
其
人
二
関
ス
ル
ノ
理
ナ
リ
。
而
シ
テ
其
人
ニ
シ
テ
当
サ
ニ
之
ヲ
行
ヒ
得

　
ヘ
キ
コ
ト
ハ
、
則
是
其
人
前
罪
シ
テ
ノ
権
ナ
リ
。
人
其
レ
天
賦
ノ
権
利
ナ
カ
ラ

　
ン
ヤ
。
而
シ
テ
是
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
特
リ
生
活
ノ
上
ノ
ミ
然
ル
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ

　
リ
。
思
想
ノ
上
ニ
チ
モ
言
論
ノ
上
ニ
チ
モ
又
財
物
ヲ
視
、
物
ヲ
聴
キ
若
ク
ハ
此

　
処
二
居
レ
若
ク
ハ
彼
処
秘
露
ル
ト
云
フ
様
ナ
ル
点
二
即
キ
テ
ハ
、
推
シ
テ
之
ヲ

　
言
フ
ニ
皆
同
シ
カ
ラ
サ
ル
ハ
莫
シ
ト
ス
。
故
二
六
其
一
々
ノ
条
項
二
即
キ
テ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　

　
姑
ク
之
ヲ
問
フ
コ
ト
ヲ
止
メ
、
只
其
之
ヲ
概
括
ス
ル
ニ
足
レ
ル
一
言
即
チ
幸
福

　
ト
云
フ
宇
相
擁
リ
テ
、
二
二
天
賦
ノ
権
利
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
明
カ
ニ
ス
ヘ

　
シ
。
夫
レ
人
ハ
之
ヲ
其
天
二
面
ス
ル
ニ
実
二
幸
福
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
又

　
其
幸
福
ヲ
得
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
其
賦
稟
直
筆
ス
ル
コ
ト
ヲ
見
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
二

　
人
ニ
シ
テ
座
福
ヲ
謀
ル
コ
ト
ハ
、
是
レ
其
人
二
関
シ
テ
ノ
道
理
ニ
シ
テ
、
而
シ

　
テ
其
人
ノ
当
サ
ニ
之
ヲ
行
フ
ヘ
キ
コ
ト
ハ
是
レ
即
チ
其
人
二
就
キ
テ
ノ
権
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
リ
。
是
レ
之
ヲ
天
然
ノ
人
権
ナ
シ
ト
云
フ
可
ケ
ン
乎
哉
。

　
A
の
馬
場
辰
猪
の
文
で
は
「
自
然
ノ
生
活
力
」
「
其
生
活
力
ハ
滋
養
力
二
出
テ
A

其
滋
養
力
ハ
植
物
ノ
カ
ニ
起
り
」
等
と
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
自
然
即
応
の
生

き
る
権
利
が
「
生
活
力
」
と
さ
れ
て
い
る
。
B
の
植
木
枝
盛
の
文
で
は
「
生
活
」
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が
頻
出
す
る
が
、
「
生
活
ヲ
遂
ク
ル
」
と
い
う
文
と
「
生
活
ノ
権
利
」
と
い
う
表

現
が
目
に
つ
く
。
「
生
活
ヲ
遂
ク
ル
」
と
は
「
人
ノ
為
メ
ニ
其
生
命
ヲ
奪
ハ
ル
レ

一
中
ソ
ノ
生
活
ヲ
遂
タ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ナ
キ
ニ
至
ル
」
と
い
う
よ
う
に
生
存
生
涯

と
い
っ
た
意
で
あ
る
。
生
活
権
と
は
生
存
権
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
生
存
権
を
求
め
る
事
が
「
幸
福
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
必

ず
し
も
暮
し
の
豊
か
さ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

　
自
由
民
権
運
動
と
い
え
ば
「
板
垣
死
す
と
も
自
由
は
死
せ
ず
」
で
有
名
な
板
垣

退
助
が
居
る
。
彼
は
岐
阜
で
刺
客
に
襲
わ
れ
負
傷
し
、
そ
の
直
後
に
自
由
党
内
の

猛
反
対
を
受
け
な
が
ら
洋
行
し
た
事
は
有
名
で
あ
る
。

　
板
垣
は
明
治
一
六
年
六
月
に
欧
州
か
ら
帰
朝
し
て
八
月
二
〇
日
帰
朝
報
告
会
を

大
阪
中
の
島
の
自
由
亭
で
あ
っ
た
。
約
二
〇
〇
名
の
有
志
に
行
っ
た
「
欧
州
観
光

の
感
想
」
と
題
す
る
講
演
中
に
「
生
活
社
会
」
と
い
う
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
彼
が
パ
リ
ー
滞
在
中
「
同
国
の
学
士
ア
コ
ラ
ス
氏
を
訪
ひ
し
に
、
氏

は
余
に
向
て
子
は
欧
州
に
来
り
て
事
物
を
観
察
し
如
何
な
る
感
賞
を
発
し
た
る
や

と
問
わ
れ
し
」
に
対
し
て
答
え
た
部
分
に
表
れ
て
い
る
。

　
欧
州
理
学
の
進
歩
は
実
に
驚
く
べ
き
も
の
あ
り
、
然
れ
ど
も
今
回
最
も
驚
愕
し

た
る
も
の
二
あ
り
。
其
一
は
生
活
社
会
の
大
に
進
歩
し
た
る
こ
と
是
な
り
。
其
二

は
生
活
社
会
に
比
す
れ
ば
政
治
社
会
の
大
に
進
歩
せ
ざ
る
こ
と
是
な
り
と
答
え
し

に
、
ア
コ
ラ
ス
氏
は
大
に
余
が
此
言
に
感
じ
（
中
略
）
意
外
の
賞
讃
を
受
け
た

（
1
9
）

り
。　

自
由
民
権
運
動
の
主
導
者
で
政
治
的
実
践
家
で
あ
っ
た
板
垣
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

発
見
し
た
も
の
は
実
に
「
生
活
社
会
」
の
充
実
で
あ
っ
た
。

　
右
の
引
用
文
は
文
庫
本
の
頁
数
で
一
五
頁
を
占
め
る
講
演
の
一
部
分
で
あ
る

が
、
そ
の
全
講
演
中
に
、
「
生
計
を
営
む
」
と
い
う
表
現
が
↓
回
、
「
生
活
」
及
び

「
生
活
社
会
」
と
い
う
表
現
が
二
八
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。
　
一
頁
約
二
回
の
割
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
生
活
社
会
」
と
い
う
用
語
が
自
由
民
権
期
の

「
生
活
」
に
対
し
て
重
要
な
思
想
表
現
の
タ
ー
ム
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
で
は
「
生
活
社
会
」
と
は
何
を
意
味
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
夫
れ
欧
州
生
活
社
会
の
有
様
を
察
す
る
に
総
て
精
巧
広
大
の
事
業
を
為
す
を
以

て
、
衣
食
住
の
三
者
を
始
め
、
農
工
商
の
こ
と
に
至
る
迄
善
を
尽
く
し
美
を
尽
く

し
村
落
と
難
も
至
る
所
煙
筒
空
を
衝
い
て
煤
煙
を
天
に
滋
ら
す
の
製
造
場
あ
り
、

澗
屋
雲
に
聾
え
て
互
光
昨
に
輝
く
の
会
社
あ
り
、
而
し
て
富
豪
の
家
屋
を
見
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

な
く
、
容
貌
早
智
を
含
む
の
人
を
見
ざ
る
な
（
き
）

　
有
様
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
現
状
は
「
町
村
あ
り
、
郡
区
あ

り
、
府
県
あ
り
」
ま
こ
と
に
国
政
は
施
行
さ
れ
て
い
る
が
「
生
活
社
会
」
は
こ
う

し
た
政
治
社
会
一
行
政
組
織
に
対
し
て
極
め
て
遅
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
の

は
、　

儲
に
地
主
と
小
作
人
と
を
識
別
す
る
に
止
り
、
市
街
に
入
れ
ば
卸
売
商
と
小
売

　
商
と
を
識
別
す
る
に
過
ぎ
る
な
り
。

　
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の

か
。　

我
国
政
治
社
会
の
旺
盛
は
生
活
社
会
を
圧
倒
し
て
其
を
し
て
退
縮
萎
靡
せ
し
め

　
た
る
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

　
と
中
央
政
府
よ
り
の
行
政
上
の
施
策
が
優
先
し
、
人
民
の
生
活
が
そ
の
下
に
退

靡
し
て
き
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
う
。
そ
も
そ
も
人
間
の
社
会
に
お
い
て
は
、
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生
活
の
必
要
あ
り
て
然
る
後
に
政
治
の
用
あ
り
、
零
れ
則
ち
自
然
の
定
則
な

　
（
2
1
）

　
り
。

　
と
、
生
活
の
た
め
に
政
治
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
逆
で
は
な
い
。
ま
た
「
生
活

社
会
」
が
充
実
し
な
け
れ
ば
政
治
の
改
良
も
あ
り
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
「
生
活
」
は
新
し
く
暮
し
の
指
針
を
西
洋
か
ら
附
加
し
補
強
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
暮
し
の
豊
か
さ
が
幸
福
に
連
な
る
と
い
う
思
想
に
相
応
ず
る
か
の
如

く
「
生
活
的
教
育
」
が
提
唱
さ
れ
て
く
る
。

　
板
垣
に
影
響
を
受
け
た
徳
富
蘇
峰
は
明
治
十
八
年
に
『
第
十
九
世
紀
日
本
の
青

年
及
教
育
』
を
著
し
、
日
本
の
将
来
を
担
う
青
年
の
教
育
は
す
べ
か
ら
く
「
生
活

的
」
で
あ
る
べ
き
事
を
強
調
し
た
。

　
　
特
に
、
明
治
一
九
年
一
ケ
月
の
緒
言
を
も
つ
『
将
来
之
日
本
』
に
お
い
て
、

　
彼
は
英
国
ロ
ム
バ
ル
ト
街
の
「
生
活
社
会
ノ
進
歩
」
の
実
態
を
紹
介
し
た
の

　
ち
、

　
　
明
治
十
五
、
六
年
ノ
頃
、
仏
京
二
滞
在
シ
タ
ル
我
が
在
野
ノ
政
治
家
板
垣
退

　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
助
逐
日
ク
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肯

　
と
し
て
、
先
述
し
た
板
垣
の
演
説
文
を
引
用
し
て
「
真
二
然
リ
」
と
賛
同
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
蘇
峰
は
、

　
　
今
や
（
欧
州
ノ
）
生
活
社
会
ノ
進
歩
ヨ
リ
シ
テ
政
治
社
会
ノ
進
歩
ヲ
促
シ
、

　
　
経
済
世
界
ノ
交
際
ヲ
以
テ
政
治
世
界
ノ
割
拠
ヲ
打
破
リ
、
生
産
機
関
ヲ
以
テ

　
　
武
備
機
関
ヲ
顛
覆
ス
ル
ハ
早
晩
避
可
ラ
ザ
ル
ノ
命
運
ト
云
ハ
ザ
ル
可
カ
ラ

　
　
（
2
3
）

　
　
ス
。

　
と
「
生
活
社
会
」
の
充
実
り
図
り
、
産
業
主
義
、
平
和
主
義
を
推
進
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
た
。
こ
こ
に
自
由
民
権
運
動
末
期
の
暴
力
的
性
格
や
対
外
的
国
権
性

に
対
し
て
時
代
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
指
向
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
自
由
民
権
運
動
期
の
「
生
活
」
は
一
つ
に
は
生
き
る
と
い
う
意
味
で
の

生
存
権
の
主
張
を
ま
ず
持
ち
、
次
に
暮
し
の
向
上
を
求
め
る
生
活
権
の
主
張
へ
と

展
開
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
う
し
た
二
つ
の
「
生
活
」
は
こ
れ
ま
た
西
洋
の

影
響
を
も
っ
て
共
に
補
強
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
と
異
り
学
術
の
中
に
お
い
て
指

向
さ
れ
た
「
生
活
」
が
「
国
家
」
と
「
社
会
」
の
中
に
お
い
て
指
向
さ
れ
て
き
た

と
い
う
事
で
あ
る
。

　
「
国
家
生
活
」
、
「
社
会
生
活
」
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
「
生
活
」
が
問
題
化
す
る

と
共
に
、
そ
れ
に
対
す
る
国
民
個
人
（
私
も
含
む
）
の
「
生
活
」
が
こ
れ
ま
た
表

面
化
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
に
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
「
生
活
」
の
課
題
が
出
て
く
る
の
で
あ
っ

た
。

三
、
体
制
と
し
て
の
「
生
活
」
と
反
体
制
と
し
て
の
「
生
活
」

　
日
清
、
日
露
の
戦
争
を
通
し
て
日
本
は
産
業
革
命
を
推
進
さ
せ
国
家
体
制
を
固

め
て
い
っ
た
。
国
家
体
制
の
強
化
と
共
に
、
一
層
天
皇
王
制
国
家
主
義
は
神
秘
的

な
性
質
を
帯
び
、
一
方
反
体
制
的
知
識
人
を
生
み
出
し
て
く
る
と
言
わ
れ
る
。

　
か
か
る
風
潮
の
中
で
明
治
四
十
一
年
「
戊
申
詔
書
」
が
干
せ
ら
れ
る
。
文
中
一

度
も
「
生
活
」
と
い
う
語
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
詔
書
が
「
軍
人
勅
諭

や
教
育
勅
語
と
基
本
的
に
異
な
る
点
は
、
軍
人
や
学
校
と
い
う
限
ら
れ
た
対
象
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

な
く
、
初
め
て
国
民
全
体
に
た
い
し
て
生
活
の
規
範
を
示
し
た
」
点
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
「
上
下
心
ヲ
ー
ニ
シ
忠
実
業
二
重
シ
勤
倹
産
ヲ
治
メ
…
荒
三
相
誠
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Iife

perverted　life

actual　life

life

high　living

maintaining　himself

lived　in　sheds　and　fared
hardly

an　easy　and　Luxious　ex－
lstence

truey　to　get　his　living

Private　and　Domestic　life

中村訳「西国立志編」

　
　
　
　
　

　
　

命
　
　
労
野

生
　
　
作
生

＜
　
　

＜
ノ

シ
シ
シ
シ
潔
シ

　
　
　
高

ナ
ナ
ナ
ナ
く
ナ

凌
　
ル

ヲ
　
ス

露
二
長

漏
轍
生
シ
シ

ナ
鎚
ナ
ナ

　
く

畔上訳「自助論」

P．2生活

p．4不正なる生活

P．9実際生活

　〃学問より生活

P．10高き生活

P．13生計を営む

p．26憐れなる生活

p．30安逸奢修の生活

p．30真の生活

p．41家庭生活

小山内・中村共訳
「自　助　論」

p．2　　　ナ　　シ

p．4　　　ナ　　シ

p．11実際生活

p．　11　e

p．11高尚なる生活

p．15生計を支へ
p。26軍人生活

p。28むさくるしい生活

p．32　　ナ　　シ

p．32　　ナ　　シ

p．42　　ナ　　シ

※　〈　〉は関係表現

中村　正直訳 畔　　上　　賢　　造　　訳

　　ナリワヒ
目前生活ノ計

　　ナ　　　シ

資産ノ中二於テ生活

　　ナ　　　シ

　　ナ　　　シ

　　ナ　　　シ

　　ナ　　　シ

吾が生活ノ情状

　　ナ　　　シ

　　ナ　　　シ

ナリワヒ

生活ヲ為ス

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ
シ

p．471人をして善き生活をなさしむる

p，474労働にて生活する人

p．479収入金額の内にて生活する人

　〃　正当に生活する

p．480生活及び処弁において

p．483吾人が生活

　〃　生活の方法

p．485余の生活の有様

　〃収入以内にて生活

　〃　英国生活

p．486こ入一杯に生活

　〃　華奢なる生活

　〃　かかる生．活

p．487放蕩の生活

p。488収入以上の生活

p．488軍人の生活

p．490正直なる生活

p．494自己の生活，単に動物的賎役の生活

p．497他人の生活

p．500生活行動

p．501利己的生活

p，505人間の職分とを最：も多くなせし生活

小山内・中村徳助共訳

り
○
ρ
0
0
　
1
4
凸
　
5
　
ρ
0
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S2

S3

V
4
3
4
3
”
4
3
〃
4
3

P
D
轟
P
　
P
P
　P
　
P

6
7
　
8
　
　
1
4
6
9
　
3
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S3

V
4
3
〃
〃
4
4
4
4
4
4
4
4
”
4
5

P
P
　
P
　
　
P
P
P
P
　
P

同　左

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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メ
自
彊
息
マ
ザ
ル
」
生
活
を
「
祖
宗
ノ
威
徳
ヲ
対
掲
セ
ム
」
為
に
求
め
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
「
生
活
」
の
正
当
性
の
根
拠
は
「
我
が
神
聖
ナ
ル
祖
宗
ノ
遺
訓

ト
我
力
光
輝
ア
ル
国
史
ノ
成
跡
ト
ハ
…
克
ク
恪
守
シ
無
闇
ノ
誠
ヲ
輸
サ
バ
国
運
発

　
　
（
2
5
）

展
ノ
本
」
と
な
る
と
い
う
神
秘
的
生
々
発
展
主
義
に
あ
っ
た
。
こ
の
詔
書
の
精
神

は
大
正
十
二
年
十
一
月
「
国
民
精
神
作
興
二
関
ス
ル
詔
書
」
に
連
な
り
、
更
に
昭

和
元
年
「
今
上
天
皇
　
御
即
位
勅
語
」
に
受
け
継
れ
た
。
し
か
し
両
文
と
も
一
度

も
「
生
活
」
と
い
う
文
字
を
用
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
偶
然
な
現
象
で
は
な
い
。

と
い
う
の
は
一
例
を
あ
げ
る
と
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
重
訳
さ
れ
た
『
自
助

論
』
（
畔
上
賢
造
訳
）
を
み
る
と
前
表
の
如
く
「
生
活
」
が
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
『
自
助
論
』
（
畔
上
訳
）
は
当
時
の
青
少
年
へ
の
自
立
の
書
と
し
て
広
く
読
ま

れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
「
生
活
」
が
あ
ふ
れ
る
如
く
使
用
さ
れ
て
い
る
事
は
如

何
に
当
時
の
青
少
年
（
小
国
民
）
が
暮
し
の
確
立
に
真
険
に
取
り
組
ん
で
い
た
か

の
証
し
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
畔
上
訳
の
出
る
少
し
前
に
国
木
田
独
歩
が
、
こ
れ
ま
た
青
少
年
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

「
非
凡
な
る
凡
人
」
と
い
う
短
編
小
説
を
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
小
説
は
『
自
助
論
』
の
初
訳
中
村
正
直
の
『
西
国
立
志
編
』
を
愛
読
し
実

践
し
自
立
し
て
い
く
一
青
年
の
姿
を
物
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
事
は
す
で

に
「
生
活
」
が
翻
訳
語
の
段
階
で
な
く
、
西
洋
的
な
も
の
の
導
入
が
終
り
、
そ
れ

を
内
在
化
し
た
日
本
人
の
自
立
の
姿
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
詔
書
に
「
生
活
」
が
見
ら
れ
な
い
事
の
一
つ
の
大
き
な
理
由
は
「
生
活
」
が
現

人
神
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
神
性
の
生
々
発
展
主
義
の
中
に
当
然
の
如
く
閉
じ
込
め

ら
れ
て
い
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
反
体
制
と
し
て
の
「
生
活
」
で
あ
る
が
、
文
化
と
は
、
人
類
の
集
団
の

「
生
活
意
識
」
の
所
産
と
見
て
『
現
代
国
家
批
判
』
を
大
正
十
二
年
に
刊
行
し
た

長
谷
川
如
是
閑
を
と
り
あ
げ
る
。

　
彼
は
後
に
『
日
本
的
性
格
』
を
発
表
し
、
日
本
人
（
文
化
）
の
特
性
を
ま
と
め

た
が
、
そ
の
中
に
「
生
活
」
は
強
烈
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
㍉
彼
は
「
わ
が
国
民
的
性
格
の
特
徴
は
…
現
実
の
生
活
か
ら
遊
離
し
な
い

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

道
徳
的
態
度
で
あ
る
」
と
「
現
実
の
生
活
」
を
基
盤
と
し
そ
れ
を
即
道
徳
化
（
精

神
化
）
す
る
文
化
と
み
た
。
こ
れ
が
先
程
の
詔
書
の
態
度
と
逆
に
位
置
す
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
次
に
か
か
る
「
現
実
性
」
は
日
本
人
の
お
か
れ
て
い
る
「
自
然
、
経
済
、
政

治
」
の
条
件
に
よ
る
と
し
就
中
「
自
然
的
、
現
実
的
態
度
（
営
為
）
」
に
注
目
し
、

そ
こ
か
ら
「
日
本
の
文
明
は
…
「
生
活
の
文
明
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

（
2
8
）

う
し
と
い
う
。
こ
の
「
生
活
の
文
明
（
性
）
」
は
日
本
文
化
の
諸
相
に
み
ら
れ
る

「
感
性
」
と
し
て
発
見
で
き
る
が
、
そ
れ
は
洗
練
さ
れ
、
高
次
な
も
の
へ
と
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

づ
け
ら
れ
た
「
感
覚
の
制
約
」
を
伴
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
如
是
閑
の
「
生
活
」
は
日
常
の
暮
し
と
い
う
意
味
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
そ
れ

が
内
側
に
倫
理
的
規
範
性
を
保
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
感
覚
」
と
し

て
発
見
し
得
る
事
を
最
良
の
形
態
と
し
て
い
た
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
彼
は
『
続

日
本
的
性
格
』
と
い
う
書
も
出
版
す
る
が
、
そ
の
中
で
「
日
本
的
生
活
の
倫
理

性
」
と
い
う
事
を
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
人
の
生
活
の
倫
理
性
は
、
神
と
人
、
人
と
人
、
人
と
自
然
、
人
と
物
、
人

　
と
仕
事
等
の
関
係
に
お
い
て
極
め
て
密
接
な
強
靱
な
心
意
で
あ
り
、
態
度
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
る
が
、
そ
れ
は
畢
寛
相
互
の
間
の
同
情
同
感
の
心
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
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と
神
を
生
活
人
の
心
性
の
内
側
に
と
り
込
ん
だ
。

　
神
に
ま
つ
わ
る
生
々
発
展
性
は
こ
こ
で
は
「
修
身
」
と
い
う
国
家
道
徳
で
は
な

く
、
生
動
し
て
止
ま
な
い
日
本
人
の
感
覚
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

如
是
閑
の
晩
年
の
歌
に

　
　
上
つ
代
の
や
ま
と
の
道
は
今
の
よ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
　
お
の
つ
か
ら
な
る
法
に
通
へ
り

　
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
目
に
見
え
な
い
「
生
活
」
の
生
々
発
展
性
が
「
自
然
」
即
応
に
確
か
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

四
、
戦
後
の
「
生
活
」

　
昭
和
六
年
の
満
洲
事
変
以
後
日
中
戦
争
、
更
に
大
東
亜
戦
争
へ
と
十
五
年
間
、

暮
し
と
い
う
意
味
の
国
民
生
活
は
破
壊
の
一
途
を
辿
り
、
逆
に
生
々
発
展
と
い
う

意
味
の
「
生
活
」
は
強
烈
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ひ
ら
た
だ
よ
し

　
次
め
文
は
戦
時
下
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
所
員
と
し
て
活
躍
し
た
紀
平
正
美

が
昭
和
十
九
年
『
憶
え
騰
る
日
本
』
と
題
し
て
出
版
し
た
も
の
の
一
部
分
で
あ

る
。
「
二
三
、
生
命
と
生
活
」
と
見
出
し
を
つ
け
て
い
る
。
（
こ
の
文
自
体
は
昭
和

十
六
年
十
二
月
一
日
の
記
）

　
　
国
語
に
は
幸
に
も
「
生
命
」
と
「
生
活
」
と
い
ふ
二
概
念
を
区
別
し
得
る
の

　
で
あ
る
か
ら
、
余
は
「
生
命
は
生
活
に
よ
り
て
充
足
せ
し
め
ら
る
」
と
云
う
て

　
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
生
活
の
様
式
に
よ
り
て
、
充
足
内
容
の
相
違
が
出
来
、

　
又
可
否
善
悪
の
区
別
も
出
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
の
問
題
で
は

な
い
。
先
づ
日
本
人
が
「
い
の
ち
」
1
恐
ら
く
呼
吸
・
息
・
い
き
、
と
血
・

霊
妙
な
る
作
用
と
の
意
義
で
あ
ら
う
一
を
ぽ
「
生
命
」
と
漢
字
に
訳
し
た
こ

と
は
、
窪
に
賢
き
仕
業
で
あ
っ
た
と
云
へ
よ
う
。
支
那
人
の
如
く
に
之
を
「
天

命
」
と
云
は
ず
に
「
天
津
神
諸
命
以
」
と
な
し
、
既
に
神
々
が
命
を
以
っ
て
居

ら
れ
る
、
従
っ
て
臣
も
民
も
皆
な
具
体
的
な
る
「
み
こ
と
も
ち
」
で
あ
っ
て
、

天
と
い
ふ
如
き
抽
象
的
一
般
的
の
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
分
」
に
よ
る

「
つ
と
め
」
と
い
ふ
こ
と
が
、
各
人
の
生
の
上
に
加
へ
ら
れ
て
居
る
、
即
ち
其

処
に
我
等
各
自
の
日
常
の
生
活
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
然
る
に
西
洋
語
で
は
、
そ
の
区
別
が
な
い
、
い
①
げ
Φ
昌
も
一
二
⑦
も
共
に
、
命

即
ち
「
つ
と
め
」
と
い
ふ
こ
と
を
含
ん
で
は
居
な
い
。
そ
れ
は
個
体
と
し
て
の

生
活
と
い
ふ
こ
と
だ
け
で
あ
る
、
即
ち
そ
れ
は
如
何
に
も
個
人
主
義
的
の
も
の

で
あ
る
、
否
な
実
は
ポ
リ
ス
的
生
活
、
都
市
生
活
よ
り
し
て
、
命
と
い
ふ
大
切

な
こ
と
を
忘
却
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
正
義
（
デ

イ
ケ
イ
）
が
神
の
も
の
、
否
な
神
と
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
で
も
、
考
へ
得
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
其
故
に
こ
そ
、
各
人
の
生
活
は
其
の
根
元
を
同
く
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
人

は
本
来
「
や
り
と
り
」
の
関
係
を
保
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
す
ら
が
、
日
本
人
は
徹
底
的
に
そ
れ
の
行
者
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ

る
が
、
個
人
主
義
は
、
個
体
我
の
「
あ
る
」
の
確
保
、
主
張
か
ら
し
て
、
何
時

し
か
も
の
二
関
係
を
尊
徳
の
所
謂
二
道
に
転
回
せ
し
め
て
、
奇
道
を
失
う
た
。

即
ち
よ
し
「
や
る
」
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
「
と
る
」
こ
と
の
手
段
方
便
と
な
ら

し
め
た
、
功
利
説
と
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。

　
之
を
認
識
と
い
ふ
上
か
ら
云
へ
ぽ
、
「
や
り
と
り
」
は
一
種
の
比
論
と
せ
ら
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れ
た
。
日
々
の
生
活
を
認
識
対
象
に
「
や
る
」
、
そ
し
て
「
や
り
」
得
る
限
度

　
の
高
き
も
の
を
ば
生
物
と
認
識
す
る
、
即
ち
「
と
り
」
来
る
の
で
あ
る
、
故
に

　
そ
れ
は
対
象
を
我
の
上
に
「
と
り
」
来
る
奪
道
に
外
な
ら
ぬ
。
更
に
換
言
す
れ

　
ぽ
、
我
の
生
活
は
外
的
の
刺
戟
に
対
し
て
の
反
応
作
用
を
営
む
に
過
ぎ
な
い
も

　
の
と
見
ら
る
瓦
が
故
に
、
斯
く
な
す
も
の
を
ぽ
生
物
と
認
識
す
る
の
で
あ
る
か

　
ら
、
生
物
は
畢
寛
機
械
的
の
も
の
と
な
る
、
故
に
「
人
間
即
機
械
」
と
い
ふ
唯

　
物
論
の
出
て
来
る
の
も
亦
当
然
で
あ
る
。
是
は
生
物
で
も
、
否
な
人
間
で
も
、

　
畢
寛
は
自
我
の
認
め
の
存
在
物
と
す
る
に
は
都
合
の
よ
い
考
へ
方
で
あ
る
。
勿

　
論
其
処
に
は
幾
多
の
反
省
も
な
さ
れ
た
に
相
違
は
な
い
。
殊
に
生
物
を
有
機
体

　
と
し
て
研
究
す
る
と
い
こ
こ
と
か
ら
、
此
の
考
へ
は
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

　
が
、
如
何
に
せ
ん
「
命
」
が
忘
却
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
分
析
的
に

　
研
究
せ
ら
れ
て
、
依
然
と
し
て
他
の
生
物
に
関
す
る
研
究
も
単
な
る
生
活
の
比

　
論
に
過
ぎ
な
い
、
即
ち
生
命
自
体
と
は
な
り
得
な
い
で
止
ま
っ
て
居
る
。
故
に

　
斯
く
し
て
「
と
り
」
来
る
も
の
は
奪
道
で
あ
る
、
こ
と
は
如
何
に
詳
細
に
分
岐

　
し
て
来
て
も
、
生
命
の
本
源
へ
は
も
う
還
筏
得
な
い
、
即
ち
又
到
り
得
な
い
。

　
只
独
り
日
本
の
み
は
い
つ
の
昔
か
ら
か
判
ら
な
い
ほ
ど
に
古
く
か
ら
、
譲
道
を

　
生
命
と
し
て
生
活
す
る
、
即
ち
人
と
自
然
と
神
と
の
一
円
融
和
の
上
に
、
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
生
命
を
充
足
せ
し
む
る
。
（
一
六
、
一
二
・
一
）

　
各
人
の
生
命
に
宿
っ
て
い
る
神
の
命
を
強
調
し
、
そ
の
神
の
命
に
対
す
る
「
つ

と
め
」
を
前
面
に
押
し
出
し
「
日
常
の
生
活
」
を
包
摂
す
る
。

　
か
か
る
「
生
活
」
に
対
す
る
よ
う
に
太
宰
治
は
短
編
小
説
「
十
二
月
八
日
」
を

執
筆
し
冒
頭
次
の
よ
う
に
「
生
活
」
を
記
し
て
い
る
。

　
　
き
ょ
う
の
日
記
は
特
別
に
、
て
い
ね
い
に
書
い
て
置
き
ま
し
ょ
う
。
昭
和
十

　
六
年
の
十
二
月
八
日
に
は
日
本
の
ま
ず
し
い
家
庭
の
主
婦
は
、
ど
ん
な
一
日
を

　
送
っ
た
か
、
ち
ょ
っ
と
書
い
て
置
き
ま
し
ょ
う
。
も
う
百
年
ほ
ど
経
っ
て
日
本

　
が
紀
元
二
千
七
百
年
の
美
し
い
お
祝
い
を
し
て
い
る
頃
に
、
私
の
此
の
日
記
帳

　
が
、
ど
こ
か
の
土
蔵
の
隅
か
ら
発
見
せ
ら
れ
て
、
百
年
前
の
大
事
な
日
に
、
わ

　
が
日
本
の
主
婦
が
、
こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
事
が
わ
か
っ
た
ら
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
こ
し
は
歴
史
の
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
の
短
編
は
以
下
十
二
月
八
日
と
い
う
日
の
一
日
の
生
計
記
録
的
な
記
述
で
終

る
。
彼
の
「
生
活
」
は
庶
民
的
な
暮
し
自
体
の
表
現
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
主
要
都
市
を
空
襲
で
破
壊
さ
れ
つ
く
し
、
最
後
に
原
子
爆
弾
の
被
爆
を

受
け
や
っ
と
終
戦
を
迎
え
た
。

　
次
は
そ
の
時
の
詔
書
で
あ
る
。

　
朕
深
ク
世
界
ノ
大
勢
ト
帝
国
ノ
現
状
ト
ニ
鑑
ミ
非
常
ノ
措
置
ヲ
以
テ
時
局
ヲ
収

　
拾
セ
ム
ト
欲
シ
厳
二
忠
良
ナ
ル
爾
臣
民
二
告
ク

　
朕
ハ
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
米
英
支
蘇
四
国
二
対
シ
其
ノ
共
同
宣
言
ヲ
受
諾
ス
ル
旨

　
通
告
セ
シ
メ
タ
リ
抑
々
帝
国
臣
民
ノ
墨
壷
ヲ
図
り
万
邦
共
栄
ノ
楽
ヲ
借
ニ
ス
ル

　
ハ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
事
ニ
シ
テ
朕
ノ
拳
々
措
カ
サ
ル
所
嚢
二
米
英
二
国
二
宣
戦
セ

　
ル
所
以
モ
亦
実
二
帝
国
ノ
自
存
ト
東
亜
ノ
安
定
ト
ヲ
庶
幾
ス
ル
ニ
出
テ
他
国
ノ

　
主
権
ヲ
排
シ
領
土
ヲ
侵
ス
カ
如
キ
ハ
固
ヨ
リ
朕
力
志
ニ
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
交
戦
已

　
二
四
歳
ヲ
閲
シ
朕
力
陸
海
将
兵
ノ
勇
戦
朕
力
百
僚
有
司
ノ
励
精
朕
力
一
億
衆
庶

　
ノ
奉
公
各
々
最
善
ヲ
尽
忠
ル
ニ
拘
ラ
ス
戦
局
必
ス
シ
モ
好
転
セ
ス
世
界
ノ
大
勢

　
二
手
二
期
ア
ラ
ス
加
之
敵
ハ
新
二
残
虐
ナ
ル
爆
弾
ヲ
使
用
シ
テ
頻
二
無
事
ヲ
殺

　
傷
シ
惨
害
ノ
及
フ
所
真
二
測
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
而
モ
尚
交
戦
ヲ
継
続
セ
ム

　
カ
終
二
暴
力
民
族
ノ
滅
亡
ヲ
招
来
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
延
テ
人
類
ノ
文
明
ヲ
モ
破
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却
ス
ヘ
シ
斯
ノ
如
ク
ム
ハ
朕
何
ヲ
以
テ
カ
億
兆
ノ
赤
子
ヲ
保
シ
皇
祖
皇
宗
ノ
神

　
霊
二
三
セ
ム
や
是
レ
朕
力
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
共
同
宣
言
二
黒
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ

　
ル
所
以
ナ
リ

　
朕
ハ
帝
国
ト
共
二
終
始
東
亜
ノ
解
放
二
協
力
セ
ル
諸
盟
邦
二
対
シ
遺
憾
ノ
意
ヲ

　
表
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
戦
陣
二
死
シ
職
域
二
殉
シ
非
命
二
発
レ
タ

　
ル
者
及
其
ノ
遺
族
二
三
ヲ
致
セ
ハ
五
内
為
二
裂
ク
且
戦
傷
ヲ
負
ヒ
災
禍
ヲ
蒙
り

　
家
業
ヲ
失
ヒ
タ
ル
者
ノ
厚
生
二
黒
リ
テ
一
徳
ノ
深
ク
思
念
ス
ル
所
ナ
リ
惟
フ
ニ

　
今
後
帝
国
ノ
受
ク
ヘ
キ
苦
難
ハ
固
ヨ
リ
尋
常
ニ
ア
ラ
ス
爾
臣
民
ノ
衷
情
モ
朕
善

　
ク
之
ヲ
知
ル
然
レ
ト
モ
朕
ハ
時
運
ノ
趨
ク
所
堪
へ
難
キ
ヲ
堪
へ
忍
ヒ
難
キ
ヲ
忍

　
ヒ
以
テ
万
世
ノ
為
二
太
平
ヲ
開
カ
ム
ト
欲
ス

　
朕
ハ
蝕
二
国
体
ヲ
護
持
シ
得
テ
忠
良
ナ
ル
爾
臣
民
ノ
赤
誠
二
信
念
シ
常
二
旧
臣

　
民
ト
四
二
在
リ
若
シ
夫
レ
情
ノ
激
ス
ル
所
濫
二
事
端
ヲ
滋
ク
シ
年
々
同
胞
排
掘

　
二
二
時
局
ヲ
乱
リ
為
二
大
道
ヲ
誤
り
信
義
ヲ
世
界
二
失
フ
カ
如
キ
ハ
朕
最
モ
之

　
ヲ
戒
ム
宜
シ
ク
挙
国
一
家
子
孫
相
伝
へ
確
ク
神
州
ノ
不
滅
ヲ
信
シ
任
重
ク
シ
テ

　
道
遠
キ
ヲ
念
ヒ
総
力
ヲ
将
来
ノ
建
設
二
傾
ケ
道
義
ヲ
篤
ク
シ
志
操
ヲ
輩
ク
シ
誓

　
テ
国
体
ノ
精
華
ヲ
発
揚
シ
世
界
ノ
進
運
二
尊
レ
サ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
爾
臣

　
民
其
レ
克
ク
朕
が
意
ヲ
体
罰
ヨ

　
　
　
御
名
御
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
　
　
各
国
務
大
臣
副
署

　
こ
こ
に
「
生
活
」
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
。
使
用
さ
れ
な
い
事
に
よ
っ
て
明
治

以
来
の
詔
書
の
精
神
は
矛
盾
な
く
結
ぼ
れ
た
事
に
な
る
。

　
つ
ま
り
現
入
神
天
皇
の
敗
戦
宣
告
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
生
活
」
は
「
生

活
」
自
体
の
主
張
を
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

　
次
は
終
戦
の
翌
年
正
月
一
日
の
詔
書
の
一
部
で
あ
る
。
起
草
は
首
相
幣
原
喜
重

郎
と
言
わ
れ
る
。

　
大
小
都
市
ノ
蒙
り
タ
ル
戦
禍
、
罹
災
者
ノ
戴
苦
、
産
業
ノ
停
頓
、
食
糧
ノ
不

　
足
、
失
業
者
増
加
ノ
趨
勢
等
ハ
真
二
心
ヲ
痛
マ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
。
然
リ
ト
錐

　
モ
、
我
国
民
が
現
在
ノ
試
煉
二
直
面
シ
、
且
徹
頭
徹
尾
文
明
ヲ
平
和
二
三
ム
ル

　
ノ
決
意
固
ク
、
克
ク
其
ノ
結
束
ヲ
全
ウ
セ
バ
、
独
り
我
国
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
全
人
類

　
ノ
為
二
、
輝
　
カ
シ
キ
⊥
削
蹄
ノ
展
開
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
疑
ハ
ズ
。

　
夫
レ
家
ヲ
愛
ス
ル
心
ト
国
ヲ
愛
ス
ル
心
ト
ハ
我
国
二
於
テ
特
二
熱
烈
ナ
ル
ヲ
見

　
ル
、
今
や
実
二
此
ノ
心
ヲ
拡
充
シ
、
人
類
愛
ノ
完
成
二
葉
ヒ
、
献
身
的
努
力
ヲ

　
効
ス
ベ
キ
ノ
秋
ナ
リ
。

　
惟
フ
脚
長
キ
三
旦
レ
ル
戦
争
ノ
敗
北
二
終
リ
タ
ル
結
果
、
我
国
二
尉
動
モ
ス
レ

　
バ
焦
躁
二
流
レ
、
失
意
ノ
淵
二
沈
酔
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
傾
キ
ア
リ
。
誰
激
ノ
風
漸

　
ク
長
ジ
テ
道
義
ノ
念
頗
ル
衰
へ
、
為
二
思
想
混
乱
ノ
兆
ア
ル
ハ
洵
二
深
憂
二
堪

　
ヘ
ズ
。

　
然
レ
ド
モ
朕
ハ
爾
等
国
民
ト
二
二
在
リ
、
常
二
利
害
ヲ
同
ジ
ウ
シ
休
戚
ヲ
分
タ

　
ン
ト
欲
ス
。
朕
ト
世
心
国
民
ト
ノ
間
ノ
紐
帯
ハ
、
終
始
相
互
ノ
信
頼
ト
敬
愛
ト

　
ニ
依
リ
テ
結
バ
レ
、
単
ナ
ル
神
話
ト
伝
説
ト
ニ
依
リ
テ
生
ゼ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。

　
天
皇
ヲ
以
テ
現
御
神
ト
シ
、
且
日
本
国
民
ヲ
以
テ
他
ノ
民
族
二
優
越
セ
ル
民
族

　
ニ
シ
テ
、
延
テ
世
界
ヲ
支
配
ス
ベ
キ
運
命
ヲ
有
ス
ト
ノ
架
空
ナ
ル
観
念
二
基
ク

　
モ
・
ノ
ニ
非
ズ
。

　
朕
ノ
政
府
ハ
国
民
ノ
試
煉
ト
苦
難
ト
ヲ
緩
和
セ
ン
が
為
、
ア
ラ
ユ
ル
施
策
ト
経

　
営
ト
ニ
万
全
ノ
方
途
ヲ
講
ズ
ベ
シ
。
同
時
二
朕
ハ
我
国
民
が
時
歎
二
騒
起
シ
、

　
当
面
ノ
困
苦
克
服
ノ
為
二
、
又
産
業
及
文
運
振
興
ノ
為
二
勇
往
セ
ン
コ
ト
ヲ
希

／
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念
ス
。
我
国
民
が
其
ノ
公
民
生
活
二
於
テ
団
結
シ
、
相
椅
リ
相
扶
ケ
、
寛
容
相

　
許
ス
ノ
気
風
ヲ
作
興
ス
ル
口
髭
テ
ハ
、
能
ク
我
至
高
ノ
伝
統
二
恥
ヂ
ザ
ル
真
価

　
ヲ
発
揮
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
。
斯
ノ
如
キ
ハ
実
二
我
国
民
が
人
類
ノ
福
祉
ト
向
上
ト

　
ノ
為
、
絶
大
ナ
ル
貢
献
ヲ
為
ス
所
以
ナ
ル
ヲ
遠
目
ザ
ル
ナ
リ
。

　
一
年
ノ
計
ハ
年
頭
二
在
リ
、
朕
ハ
朕
ノ
信
頼
ス
ル
国
民
が
朕
ト
其
ノ
心
ヲ
ー
ニ

　
シ
テ
、
自
ラ
奮
ヒ
、
自
ラ
励
マ
シ
、
以
テ
此
ノ
大
業
ヲ
成
就
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶
幾

　
フ
Q

　
　
　
御
　
名
御
　
璽

　
　
　
　
　
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

　
こ
の
詔
書
は
天
皇
の
「
人
間
宣
言
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
天
皇
自
ら

「
現
人
神
」
と
い
う
神
格
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
よ
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
「
生
活
」
と
い
う
表
現
が
登
場

し
た
事
で
あ
る
。

　
戦
争
終
結
ま
で
「
生
活
」
は
神
秘
的
な
神
性
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
て
表
に
は

出
て
こ
な
か
っ
た
。

　
天
皇
が
神
格
を
否
定
す
る
事
に
よ
っ
て
「
生
活
」
は
宣
言
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
「
生
活
」
は
「
公
民
生
活
」
と
い
う
用
例
に
お

い
て
で
あ
る
。
い
わ
ぽ
戦
前
の
国
家
生
活
に
代
っ
て
社
会
生
活
と
い
う
事
が
指
向

さ
れ
た
か
の
如
く
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
経
済
的
生
活
と
か
労
働
生
活
そ
の
も
の

を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
。
文
脈
も
「
公
民
生
活
二
等
テ
団
結
シ
」
と
あ
り
、
必

ず
し
も
生
活
権
の
為
の
団
結
と
い
う
意
味
は
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
戦
後
の
「
生
活
」
の
出
発
に
お
け
る
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
詔
書
の
翌
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
六
月
か
ら
石
坂
洋
次
郎
の
『
青
い
山
脈
』

が
新
聞
紙
上
に
発
表
さ
れ
、
戦
後
の
小
説
界
の
ミ
リ
オ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ

た
。
石
坂
は
こ
の
作
品
を
「
こ
れ
か
ら
日
本
国
民
が
築
き
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
民
主
的
な
生
活
の
在
り
方
を
描
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
自
ら
位
置
づ
け

た
。　

「
民
主
的
な
生
活
」
を
描
こ
う
と
す
る
石
坂
の
「
生
活
」
と
は
何
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
話
の
↓
つ
の
展
開
は
主
人
公
新
子
と
そ
の
母
の
離
婚
、
新
子
の
担
任
の
雪
子
の

結
婚
を
通
し
、
旧
い
家
族
制
度
を
脱
し
た
男
女
両
性
の
合
体
に
よ
る
「
家
庭
生

活
」
の
建
設
を
求
め
る
所
に
あ
っ
た
。

　
次
は
新
子
の
実
母
を
訪
ね
た
雪
子
の
感
慨
を
描
写
し
た
部
分
で
あ
る
。

　
新
子
の
母
親
は
ち
ょ
っ
と
考
え
こ
む
よ
う
な
表
情
を
し
た
。

　
「
私
ど
も
は
あ
の
子
に
夢
を
与
え
て
や
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、

　
し
か
し
、
あ
の
子
の
父
も
私
も
、
ふ
し
だ
ら
だ
っ
た
り
、
不
真
面
目
だ
っ
た
り

　
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
生
懸
命
に
生
活
の
道
を
打
開
し
よ
う
と

　
努
め
た
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
別
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
ど
も

　
が
決
し
て
不
真
面
目
な
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
私
の
代
り
に
あ
の

　
子
の
母
に
な
っ
た
人
が
、
教
育
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
非
常
に
善
良
な
人
で
あ
る

　
こ
と
な
ど
が
、
ど
う
に
か
あ
の
子
の
性
格
を
暗
く
さ
せ
ず
に
済
ん
だ
理
由
で
は

　
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど
…
…
」

　
「
あ
の
、
ど
う
し
て
ご
夫
婦
が
別
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
聞
か
せ
て
い
た

　
だ
け
ま
す
か
し
ら
？
・
」
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そ
う
尋
ね
る
雪
子
の
目
に
は
、
誠
実
な
色
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
聞
き
方
が
あ
ま
り
率
直
な
の
で
、
新
子
の
母
親
は
し
ぼ
ら
く
た
め
ら
っ
て
い

た
が
、
す
ぐ
に
、
自
分
が
失
敗
し
た
人
生
の
経
験
が
、
こ
の
若
い
同
性
の
上
に

役
立
つ
も
の
な
ら
ぽ
　
　
と
い
う
気
持
に
な
っ
た
。
雪
子
の
人
柄
が
、
そ
う
い

う
聡
明
さ
を
に
お
わ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
そ
れ
は
ま
あ
、
簡
単
に
い
え
ば
、
夫
と
私
と
性
格
が
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
…

　
夫
は
真
面
目
な
人
間
で
し
た
が
、
物
の
考
え
方
で
儒
教
主
義
で
固
ま
っ
た
よ

う
な
人
で
あ
り
、
私
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
で
で
き

る
だ
け
明
る
く
楽
し
く
暮
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
口
で
い
え
ぽ
、

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
相
違
で
し
た
が
、
夫
も
私
も
い
ま
さ
ら
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
ほ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
観
が
深
く
身
に
し
み
つ
い
て
お
っ
た
も
の
で
す
か

ら
、
新
婚
の
陶
酔
時
代
が
す
ぎ
ま
す
と
、
私
ど
も
の
間
の
ミ
ゾ
は
ハ
ヅ
キ
リ
お

互
い
の
目
に
う
つ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
子
が
生
れ
た
こ
と
も
、
私
ど
も
の
間
の
ミ
ゾ
を
埋
め
る
役
に
は
立
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
、
あ
の
子
に
対
す
る
愛
情
の
た
め
に
自
分
を
ギ
セ

イ
に
し
ょ
う
と
、
で
き
る
だ
け
努
め
た
の
で
し
た
け
れ
ど
…
…
。

　
ま
る
っ
き
り
考
え
の
違
う
男
女
が
、
夫
婦
と
し
て
、
一
つ
屋
根
の
下
で
日
常

生
活
を
営
ん
で
い
く
煩
わ
し
さ
、
重
苦
し
さ
、
味
気
な
さ
は
、
ま
だ
お
若
い
貴

女
な
ど
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
の
場
合
、
夫
も

私
も
と
も
か
く
真
面
目
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
い
っ
そ
う
家
庭
生
活
を
た

え
難
い
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
貴
女
に
は

分
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
ど
…
…
。

　
名
前
だ
け
の
夫
婦
生
活
を
長
い
間
つ
づ
け
た
末
、
新
子
が
九
つ
の
時
に
、
私

は
思
い
き
っ
て
夫
と
別
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
物
心
が
つ
い
て
来
る

あ
の
子
に
、
私
ど
も
の
偽
り
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
、
私
が
そ
ぼ
に
つ
い
て
る

こ
と
よ
り
も
、
も
っ
と
悪
い
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
恐
ろ
し
く
な
っ
た
か
ら

で
す
。

　
私
は
そ
れ
か
ら
東
京
に
出
た
り
し
て
、
恋
愛
の
よ
う
な
こ
と
も
二
度
ぽ
か
り

あ
っ
た
り
し
ま
し
た
け
ど
、
一
度
人
生
に
自
信
を
失
っ
た
私
に
は
、
何
事
も
う

ま
く
い
か
ず
、
そ
れ
に
あ
の
子
に
対
す
る
気
持
に
ひ
か
れ
て
、
と
う
と
う
ま
た

田
舎
に
引
き
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
お
、
申
し
添
え
ま
す
が
、
あ
の
子
の

父
は
、
私
が
結
婚
し
な
い
か
ぎ
り
、
私
の
生
活
を
保
証
す
る
と
い
う
、
私
ど
も

が
別
れ
る
時
の
約
束
を
今
日
で
も
実
行
し
て
く
れ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
私
が
新

子
の
生
み
の
母
親
で
あ
る
と
い
う
特
権
も
認
め
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
点
で
は
、
ほ
ん
と
に
立
派
な
人
な
ん
で
す
け
ど
…
…
。

　
私
は
い
ま
、
兄
の
男
の
子
を
一
人
も
ら
っ
て
、
中
学
校
に
通
わ
せ
て
お
り
ま

す
が
、
将
来
は
こ
れ
に
嫁
を
迎
え
て
、
私
の
老
後
を
み
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
い
ま
か
ら
考
え
ま
す
と
、
私
の
失
敗
は
、
結
局
、
人
生
に
対
す
る
私
の
知
恵

が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
…
…
」

　
正
し
い
反
省
と
、
過
不
足
の
無
い
感
情
の
流
露
に
裏
づ
け
ら
れ
た
そ
の
告
白

は
、
雪
子
の
魂
を
そ
く
そ
く
と
揺
す
ぶ
っ
た
。
そ
こ
に
、
す
ぐ
目
の
前
に
、
ま

だ
女
ら
し
い
美
し
さ
を
に
お
わ
せ
て
す
わ
っ
て
い
る
婦
人
は
、
自
分
と
同
じ
知

性
が
通
い
、
し
か
も
そ
の
た
め
に
、
社
会
生
活
の
矛
盾
と
闘
い
、
傷
つ
き
、
苦

し
ん
で
来
た
立
派
な
先
輩
の
一
人
な
の
だ
。
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雪
子
は
手
を
と
っ
て
す
が
り
つ
き
た
い
思
い
だ
っ
た
。

　
「
よ
く
分
り
ま
し
た
わ
。
私
は
い
ま
の
お
話
を
、
私
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ぽ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
…
…
」

　
「
儒
教
主
義
で
語
っ
た
」
夫
と
「
明
る
く
楽
し
い
暮
し
」
を
求
め
る
妻
の
味
気

な
い
「
日
常
生
活
」
か
ら
の
脱
皮
一
離
婚
と
雪
子
の
そ
の
体
験
を
生
か
し
、
新
し

い
「
生
活
」
を
築
こ
う
と
す
る
意
欲
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い

る
「
生
活
」
用
語
は
全
て
戦
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
い
ま
改
め
て

庶
民
の
前
に
再
提
出
さ
れ
た
か
の
如
き
感
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
「
生
活
」
の
有
し
て
い
た
生
々
発
展
主
義
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
か
。

　
新
子
と
友
人
六
助
が
語
る
「
生
活
」
は
興
味
深
い
。
場
面
は
二
人
が
火
事
を
屋

根
の
上
で
眺
め
な
が
ら
話
し
込
む
所
で
あ
る
。

　
　
赤
い
、
ほ
の
か
な
照
り
返
し
の
中
に
、
半
分
は
柔
ら
か
い
影
に
包
ま
れ
、
額

　
か
ら
首
筋
ま
で
、
一
筆
で
書
き
下
ろ
し
た
デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
に
力
強
い
輪
郭
が

　
浮
き
上
っ
て
み
え
た
。
そ
れ
は
、
男
の
顔
で
あ
り
、
男
の
首
で
あ
っ
た
。
そ
れ

　
は
ま
た
、
善
も
な
け
れ
ぽ
悪
も
な
い
、
衝
動
で
行
動
す
る
と
い
う
原
始
人
の
横

　
顔
で
も
あ
っ
た
。

　
　
新
子
は
、
自
分
の
身
体
の
奥
底
か
ら
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
動
き
出
そ
う
と
す

　
る
生
き
物
の
気
配
を
感
じ
て
、
か
す
か
に
身
ぶ
る
い
し
た
。

　
「
で
も
、
六
助
さ
ん
。
今
日
の
世
界
に
生
き
て
る
私
た
ち
は
、
そ
う
い
う
原
始

　
人
の
感
覚
を
、
自
分
た
ち
の
上
に
許
し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
わ
ね
。
で
な
い

　
と
、
動
物
と
同
じ
こ
と
に
な
つ
ち
ま
う
わ
」

　
「
そ
う
だ
と
も
　
　
」
と
、
六
助
は
強
く
う
な
ず
き
返
し
て
、
新
子
の
顔
を
な

が
め
た
。

　
二
人
は
お
互
い
の
目
の
奥
に
、
血
の
臭
い
に
ま
み
れ
た
、
は
だ
か
の
魂
を
の

ぞ
く
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
し
て
、
熱
い
吐
息
が
、
の
ど
を
生
ま
生
ま
し
く
膨

ら
ま
せ
る
の
が
、
お
互
い
の
肉
眼
に
ハ
ミ
キ
リ
映
っ
た
。

　
ふ
と
、
六
助
は
顔
を
そ
む
け
て
、
い
い
つ
づ
け
た
。

「
そ
れ
あ
ぼ
く
た
ち
は
人
間
で
あ
る
こ
と
を
ほ
こ
り
得
る
よ
う
な
生
活
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
さ
。

　
だ
が
、
富
永
の
説
に
よ
る
と
、
人
間
は
い
つ
の
時
代
で
も
原
始
人
の
感
覚
か

ら
完
全
に
脱
け
き
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
文
化
と
い

う
の
は
、
人
間
が
原
始
時
代
か
ら
も
っ
て
る
欲
望
を
ど
う
処
理
す
る
か
、
そ
の

段
階
だ
と
い
う
ん
だ
。
た
と
え
ぽ
、
食
欲
に
つ
い
て
考
え
る
。
原
始
人
は
、
空

腹
を
感
じ
る
と
、
い
つ
ど
こ
で
も
、
手
づ
か
み
で
ナ
マ
の
物
を
食
べ
た
。
ぼ
く

た
ち
は
空
腹
と
い
う
感
覚
か
ら
今
日
で
も
脱
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し

か
し
、
時
間
を
定
め
、
清
潔
な
食
器
を
用
い
、
食
物
を
さ
ま
ざ
ま
に
調
理
し

て
、
空
腹
を
満
た
す
。
こ
れ
が
文
化
だ
と
い
う
ん
だ
ね
…
…
」

　
赤
い
大
き
な
火
の
粉
が
、
熱
し
た
空
気
に
あ
お
ら
れ
て
、
二
人
の
身
近
に
飛

ん
で
来
た
。
そ
の
行
方
を
目
で
追
い
な
が
ら
、
新
子
は
、
六
助
が
次
に
い
い
出

す
は
ず
の
言
葉
を
待
っ
た
。

「
そ
れ
で
だ
ね
…
…
」
と
、
六
助
も
火
の
粉
の
行
方
を
見
定
め
て
か
ら
言
葉
を

つ
づ
け
た
。

「
そ
う
い
う
文
化
と
い
う
見
地
か
ら
日
本
人
の
食
事
法
を
考
え
る
と
、
腹
を
満

た
す
量
だ
け
考
え
て
、
質
を
吟
味
す
る
ま
で
の
段
階
に
は
達
し
て
お
ら
な
か
っ

た
。
　
　
戦
さ
に
負
け
た
ば
か
り
の
今
日
の
場
合
は
特
別
だ
が
ね
。
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こ
の
傾
向
は
男
女
関
係
の
上
に
も
現
わ
れ
て
、
一
対
の
男
女
が
夫
婦
と
な
つ

　
て
家
庭
を
営
ん
で
い
く
と
い
う
形
式
に
は
変
り
は
な
い
が
、
日
本
人
は
、
真
面

　
目
な
精
神
力
を
費
や
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
恋
愛
を
敬
遠
し
て
出
雲
の
神
様
だ

　
の
、
三
々
九
度
の
さ
か
ず
き
事
だ
の
と
い
う
簡
単
な
オ
マ
ジ
ナ
イ
で
、
男
女
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
結
び
つ
く
習
慣
を
つ
く
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
「
生
活
」
の
起
点
を
、
「
原
始
人
の
感
覚
」
を
「
熱
い
吐
息
」
の
中

に
確
か
め
て
い
る
姿
が
あ
る
。
（
火
事
の
「
火
の
粉
」
を
見
つ
め
て
い
る
こ
と
も

関
係
し
よ
う
）

　
し
か
も
こ
う
し
た
「
原
始
人
の
感
覚
」
を
高
め
て
「
文
化
」
と
し
て
の
「
生

活
」
を
指
向
し
て
い
る
。

　
こ
の
考
え
は
、
前
節
で
述
べ
た
如
是
閑
の
場
合
と
も
類
似
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
生
々
発
展
主
義
は
神
秘
的
神
性
を
脱
し
自
然
即
応
の
形
で
把
え
ら
れ

て
き
た
。
更
に
そ
の
自
然
即
応
の
生
々
発
展
主
義
は
目
に
見
え
ぬ
も
の
を
理
性
で

受
け
と
め
悟
明
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
、
感
性
で
受
け
と
め
実
感
し
て
い
く
と

い
う
傾
向
を
強
め
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

　
（
今
日
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
か
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
生
活
」
化
も
見
う

　
け
ら
れ
る
の
は
こ
こ
に
基
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
）

注（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

小
林
勝
人
訳
注
『
孟
子
　
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
、
三
四
六
頁
。

『
文
明
源
流
叢
書
　
第
二
』
国
書
刊
行
会
、
大
正
三
、
十
三
頁
。

同
右
」
十
七
頁
。

朝
倉
治
彦
校
『
長
者
教
』
古
典
文
庫
、
昭
和
二
十
九
、
一
八
六
～
一
八
七
頁
。

『
近
世
語
彙
の
研
究
』
桜
三
社
、
昭
和
五
十
八
、
］
四
六
頁
。

（
6
）
　
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
　
洋
学
者
稿
本
集
』
昭
和
六
十
一
、
三
四
四
頁
。

（
7
）
　
『
日
本
思
想
大
系
5
5
』
所
収
『
融
古
或
問
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
、
九
二
頁
。

（
8
）
　
同
右
　
八
三
頁
。

（
9
）
　
同
右
　
一
九
頁
。

（
1
0
）
　
同
右
　
一
〇
二
頁
。

（
1
1
）
　
朝
倉
治
彦
、
安
藤
菊
一
校
注
『
江
戸
繁
昌
記
3
』
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
昭
和
五

　
　
　
一
、
四
二
頁
。
（
注
　
四
四
頁
）

（
1
2
）
　
本
庄
栄
治
郎
編
著
『
神
田
孝
平
i
研
究
と
史
料
』
清
文
堂
出
版
、
昭
和
四
八
、
九

　
　
　
一
頁
）

（
1
3
）
　
同
右
　
九
五
頁
。

（
1
4
）
　
『
日
本
翻
訳
語
史
の
研
究
』
八
坂
書
房
、
一
九
八
三
、
一
二
八
頁
。

（
1
5
）
　
前
掲
『
日
本
思
想
大
系
』
本
、
九
二
頁
。

（
1
6
）
　
同
右
　
六
〇
頁
。

（
1
7
）
　
『
明
治
文
化
全
集
　
第
五
巻
』
所
収
本
、
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
、
四
四
九
頁
。

（
1
8
）
　
同
右
　
四
六
七
頁
。

（
1
9
）
　
『
自
由
党
史
』
青
木
書
店
、
一
九
五
五
、
六
六
六
頁
。

（
2
0
×
2
1
）
　
同
右
　
六
六
七
頁
。

（
2
2
）
　
「
将
来
之
日
本
」
『
徳
富
蘇
峰
集
』
現
代
日
本
文
学
全
集
、
改
造
社
、
一
九
三
一
、

　
　
　
八
一
頁
。

（
2
3
）
　
同
右
　
八
一
頁
。

（
4
2
）
　
『
日
本
の
歴
史
2
2
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
一
、
三
四
六
頁
。

（
2
5
）
　
同
右
　
三
四
五
頁
。

（
2
6
）
　
拙
著
『
日
本
に
お
け
る
庶
民
的
自
立
論
の
形
成
と
展
開
』
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
六

　
　
　
一
、
三
二
三
頁
。

（
2
7
）
　
『
近
代
日
本
思
想
大
系
1
5
』
所
収
本
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
、
九
頁
。

（
2
8
）
　
同
右
　
一
九
頁
。

（
2
9
）
　
同
右
　
二
一
頁
。

（
3
0
）
　
同
右
　
一
四
三
頁
。

（
3
1
）
　
『
日
本
さ
ま
ざ
ま
』
大
法
輪
閣
出
版
、
昭
和
三
七
、
写
真
版
。

（
3
2
）
　
明
世
堂
書
店
、
昭
和
十
九
年
、
二
三
三
頁
。
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（
3
3
）

（
3
4
）

（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

『
昭
和
戦
争
文
学
全
集
4
』
集
英
社
、
昭
和
三
九
、
一
九
二
頁
。

『
戦
後
思
想
の
出
発
』
（
戦
後
日
本
思
想
大
系
1
）
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
、
五

二
頁
。

同
右
　
一
〇
九
頁
。

新
潮
文
庫
本
、
昭
和
二
十
七
年
、
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
。

同
右
　
一
一
八
～
一
一
九
頁
。

藤原：「生活」にみる日本思想史


